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法
学
講
義 

民
法 

総
則 

〔
第
３
版
〕

奥
田
昌
道
・
安
永
正
昭 

編
／
松
久
三
四
彦（
法
務
研
究
科
教
授
）他
共
著

定
価
（
本
体 

二
、八
〇
〇
円
＋
税
）

法
学
教
育
の
最
前
線
に
立
つ
執
筆
者
た
ち
に
よ
る
判
例
、

通
説
を
踏
ま
え
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
テ
キ
ス
ト
。
法
学
初
学

者
の
た
め
の
構
成
、
内
容
、
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
29
年
度
の
改
正
民
法
に
対
応
し
た
第
３
版
。

勁草書房

詳
解 

改
正
民
法

潮
見
佳
男
・
千
葉
惠
美
子 

他
編
／
松
久
三
四
彦（
法
務
研
究
科
教
授
）他
共
著

定
価
（
本
体 

六
、五
〇
〇
円
＋
税
）

債
権
法
の
現
代
化
を
め
ざ
し
た
民
法
の
改
正
が

２
０
１
７
年
５
月
に
成
立
（
２
０
２
０
年
４
月
１
日
施

行
）。
こ
の
改
正
民
法
の
論
点
を
項
目
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
研
究
者
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

商事法務

日
本
語
の
隣
人
た
ち
Ⅱ

カ
ズ
オ・イ
シ
グ
ロ
の
視
線 

記
憶
・
想
像
・
郷
愁

How M
uch Do You Agree?  Evolving Opinions

中
世
古
今
和
歌
集
注
釈
の
世
界

「
生
存
」の
歴
史
と
復
興
の
現
在
３
・11 

分
断
を

つ
な
ぎ
直
す

	

中
川
裕 

監
修
／
小
野
智
香
子（
工
学
部
准
教
授
）

   

編

荘
中
孝
之
・
三
村
尚
央
・
森
川
慎
也（
人
文
学
部
准
教
授
）編

小
林
敏
彦
・ 

ブ
シ
ャ
ー 

ジ
ェ
レ
ミ（
人
文
学
部
准
教
授
）

 

著

人
間
文
化
研
究
機
構 

国
文
学
研
究
資
料
館 

編
／
鈴
木
英
之（
人
文
学
部
准
教
授
）他
共
著

ニ
ュ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス・

ス

ペ

シ

ャ

ル

大
門
正
克 

他
編
／
濱
田
武
士（
経
済
学
部
教
授
）他
共
著

定
価
（
本
体 

三
、七
〇
〇
円
＋
税
）

定
価
（
本
体 

二
、八
〇
〇
円
＋
税
）

定
価
（
本
体 

二
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

定
価
（
本
体 

一
三
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

定
価
（
本
体 

三
、四
〇
〇
円
＋
税
）

『
日
本
語
の
隣
人
た
ち
』（
２
０
０
９
）
の
第
二
弾
。
樺
太

ア
イ
ヌ
語
、
ア
リ
ュ
ー
ト
ル
語
、
オ
イ
ラ
ト
モ
ン
ゴ
ル
語
、

シ
ベ
語
、
ゾ
ン
カ
語
、
リ
ス
語
、
ブ
ヌ
ン
語
、
小
笠
原
語

の
ア
ジ
ア
８
言
語
を
紹
介
。
未
知
な
る
世
界
が
広
が
る
。

幼
年
時
代
の
日
本
で
の
記
憶
と
イ
ギ
リ
ス
で
の
体
験
を

も
と
に
、
独
特
の
世
界
を
構
築
す
る
イ
シ
グ
ロ
。
気
鋭

の
英
文
学
者
ら
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
全
作
品
を
時
系

列
に
通
観
し
、
そ
の
全
貌
に
迫
る
。

英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
技
能
を
高
め
る
た
め
の

４
技
能
統
合
型
総
合
教
材
。
同
意
の
度
合
い
を
６
段
階
の

数
値
で
確
認
し
、
そ
れ
が
他
者
の
意
見
に
触
れ
て
変
化
・

発
展
す
る
過
程
を
分
析
し
な
が
ら
表
現
力
を
身
に
つ
け
る
。

勅
撰
和
歌
集
の
第
一
と
し
て
日
本
文
化
史
上
に
大
き
な

位
置
を
な
す
『
古
今
和
歌
集
』。
そ
の
解
釈
に
お
け
る
重

要
伝
本
『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』
と
、
中
世
古
今
集
註

釈
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
多
角
的
に
読
み
解
く
。

地
域
の
文
化
財
や
資
料
、
歴
史
、
取
り
組
み
な
ど
地
域
歴

史
遺
産
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
の
財
産
と
な
る
こ
と
が
見

え
て
き
た
。
陸
前
高
田
市
と
福
島
市
で
対
話
を
積
み
重

ね
、「
生
存
」
の
歴
史
と
「
人
間
の
復
興
」
へ
の
道
を
探
る
。

白水社 作品社 三修社 勉誠出版 大月書店

　

北
広
島
市
と
北
海
学
園
大
学

の
調
印
式
は
６
月
18
日
、
北
広

島
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
北
広
島
市
・
上
野
正
三
市

長
と
本
学
・
安
酸
敏
眞
学
長
が

協
定
書
に
署
名
し
た
。

　

連
携
内
容
は
、
教
育
・
文
化
の

振
興
、
生
涯
学
習
及
び
人
材
育

成
、
地
域
づ
く
り
及
び
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
経
済
の
発
展
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
連
携
し
て
い
く
。

　

北
広
島
市
と
本
学
は
、
こ
れ

ま
で
も
学
生
の
地
域
活
動
等
で

連
携
を
図
っ
て
お
り
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
地
域
連
携
特
別
講

座
は
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る
。 

　

沼
田
町
と
北
海
学
園
大
学
の

調
印
式
は
７
月
９
日
、
本
学
で

行
わ
れ
、
沼
田
町
の
横
山
茂
町

長
と
本
学
・
安
酸
敏
眞
学
長
が

協
定
書
に
署
名
し
た
。

　

協
定
締
結
に
よ
り
、
学
生
の

教
育
活
動
や
、
沼
田
町
に
お
け

る
定
住
人
口
及
び
交
流
人
口
の

増
加
に
関
す
る
事
項
な
ど
、
幅

広
い
分
野
で
協
働
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

沼
田
町
と
は
、
工
学
部
建
築

学
科
・
岡
本
浩
一
研
究
室
の
学

生
が
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
空

き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
実
績
が
あ

る
。

　

安
酸
学
長
は
「
包
括
連
携
協

定
は
北
海
道
（
２
０
１
３
年
）、

北
広
島
市
（
今
年
６
月
）
に
続

き
、
沼
田
町
と
は
３
例
目
に
な

る
。
こ
れ
を
機
に
、
本
学
の
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う

に
学
生
が
足
を
運
び
、
現
地
で

様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
き
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。
横
山
町
長

北広島市×北海学園大学、沼田町×北海学園大学

市町と初の包括連携協定 締結
北広島市×北海学園大学、沼田町×北海学園大学

市町と初の包括連携協定 締結
北広島市×北海学園大学、沼田町×北海学園大学

市町と初の包括連携協定 締結

北広島市との締結式にて。北広島市・上野正三市長（右）と安酸学長沼田町との締結式にて、沼田町からの出席者（前列左から3人目が横山茂町長、住民生活課課長・
嶋田英樹氏、後列左から4人目が産業創出課参事・春山顕一氏、移住定住応援室長・渡辺忍氏、
同主査・岩井俊直氏、総務財政課広報情報G主事・佐々木儀氏）と本学・安酸学長ほか関係者

授与式には、給付学生、同窓会長をはじめとする同窓会役員、学長、各学部長、教育振興
委員長が出席

毘
沙
門
堂
本
古
今
集

注
を
ひ
も
と
く

　

上
野
市
長
は
「
連
携
協
定
に

基
づ
き
、
今
後
も
地
域
の
活
性

化
や
人
材
育
成
な
ど
の
取
り
組

み
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
」

と
期
待
を
示
す
と
、
安
酸
学
長

は
「
北
海
学
園
大
学
は
北
海
道

開
拓
を
出
発
点
と
し
な
が
ら
、

北
海
道
の
開
発
に
重
点
を
置
き
、

地
域
に
密
着
し
た
大
学
と
し
て

発
展
し
て
き
た
。
本
学
は
地
域

の
知
の
拠
点
と
し
て
、
北
海
道

全
域
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
す
る
大

学
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

積
極
的
に
協
力
し
合
っ
て
、
北

広
島
市
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

は
「
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
学
生
さ
ん
た
ち
に

は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
沼
田
町
の

課
題
解
決
の
た
め
の
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
ち

づ
く
り
に
反
映
し
て
い
き
た
い
」

と
大
学
へ
の
期
待
を
述
べ
た
。

　

こ
の
調
印
式
に
先
立
ち
同
日
、

Ｂ
41
教
室
で
、
包
括
連
携
協
定

締
結
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
、
沼
田
町
の
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
連
携
の
今
後
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

　

北
海
学
園
大
学
は
６
月
18
日
、
北
広
島
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
た
。
本
学
と
道
内
市
町
村
と
の
包
括
連
携
協
定
は
こ
れ
が
初
と
な

る
。
さ
ら
に
、
７
月
９
日
に
は
沼
田
町
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。
今

後
は
相
互
に
協
力
し
合
い
、
地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
及
び
学
術

振
興
に
寄
与
し
て
い
く
。

北海学園大学×沼田町 包括連携協定締結記念フォー
ラムでのパネルディスカッション

　

７
月
23
日
、
教
育
振
興
会
は
奨
学
金
Ｂ
（「
学
業

成
績
が
特
に
優
れ
て
い
る
学
生
へ
の
奨
学
金
」）
の

授
与
式
を
挙
行
し
、
９
人
に
賞

状
を
授
与
し
ま
し
た
。
教
育
振

興
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
多
く

の
方
々
か
ら
の
ご
芳
志
に
よ
り
、
今
年
も
１
人
あ
た

り
30
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

賞
状
の
文
面
は
以
下
の
通
り
。「
学
生
の
本
分
を

守
り
勉
励
に
努
め
学
業
成
績
が
特
に
優
れ
て
い
る

こ
と
を
讃
え
て
、
奨
学
金
を
授
与
す
る
。
本
学
が
建

学
の
精
神
と
定
め
た
開
拓
者
精
神
の
担
い
手
と
な

る
べ
く
、
さ
ら
に
精
励
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」

経済学部／経 済 学 科

学部／学科 氏名学年

4年

奨学金B給付学生

前山　桃香

経済学部／地域経済学科 4年 伊藤　桃夏

経営学部／経営情報学科 4年 花輪咲予子

経営学部／経 営 学 科 4年 大須賀琢磨

法 学 部／法 律 学 科 4年 野坂　涼太

法 学 部／政 治 学 科 4年 橋本　尚久

人文学部／日本文化学科 4年 小林　　瞳

人文学部／日本文化学科 4年 中村ちひろ

工 学 部／電子情報工学科 4年 藤田実智斗

教
育
振
興
資
金
に
よ
る
奨
学
金
授
与

教
育
振
興
資
金
に
よ
る
奨
学
金
授
与

教
育
振
興
資
金
に
よ
る
奨
学
金
授
与

教
育
振
興
会

授与式には、給付学生、学長、各学部長、教育振興委員長、事務部長、
大学院事務部長が出席

　

７
月
２
日
、
同
窓
会
（
豊
平
会
）
は
優
秀
な
学
業

成
績
を
あ
げ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
学
生
19
人
を

第
１
種
奨
学
生
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

　

森
本
正
夫
同
窓
会
長
（
学
校
法
人
北
海
学
園
理
事

長
）
は
、
奨
学
生
に
た
い
し
て
、
く
れ
ぐ
れ
も
健
康

に
留
意
し
て
学
業
に
励
ん
で
ほ

し
い
と
の
期
待
を
述
べ
て
、
一

人
ひ
と
り
に
認
定
証
を
授
与
し

ま
し
た
。
文
面
は
以
下
の
通
り
。

　
「
あ
な
た
は
、
学
生
の
本
分
を
守
り
勉
励
に
努
め

学
業
成
績
が
特
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
讃
え
て
令

和
元
年
度
奨
学
生
に
認
定
し
ま
す
。
当
会
奨
学
制
度

の
趣
旨
を
理
解
し
、
引
き
続
き
学
業
に
精
励
し
て
く

だ
さ
い
。」

学年 学年

経済学部／経 済 学 科

学部／学科 氏名

北海学園大学同窓会第１種奨学金給付学生

谷口　　凌 法 学 部／政 治 学 科

学部／学科 氏名

奥山　稜太2年 4年

経済学部／経 済 学 科 坂田　十勝 人文学部／日本文化学科 稲葉　彩香3年 4年

経済学部／地域経済学科 土田　莉玖 人文学部／日本文化学科 萬谷　佳帆3年 4年

経済学部／地域経済学科 松尾　圭悟 人文学部／英米文化学科 山崎　達哉3年 4年

経営学部／経 営 学 科 一戸　亮汰 人文学部／英米文化学科 佐々木芽生2年 4年

経営学部／経 営 学 科 中野　峰之 工 学 部／社会環境工学科 前田　安海3年 3年

経営学部／経営情報学科 斎藤　志帆 工 学 部／建 築 学 科 黒木　　萌2年 2年

法 学 部／法 律 学 科 杉野　友哉 工 学 部／電子情報工学科 本吉　和希4年 2年

法 学 部／法 律 学 科 柿崎　　優 工 学 部／生 命 工 学 科 福士奈津希4年 3年

法 学 部／政 治 学 科 沢田　祐季4年

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

北
海
学
園
大
学
同
窓
会（
豊
平
会
）

主 な 記 事
対
談     　
　
　
　
　
伊
藤
博
之
氏
×
安
酸
敏
眞
学
長	

２
面	

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
⑩ 

経
営
学
部 

古
谷
嘉
一
郎
准
教
授	

３
面

市
民
公
開
講
座「
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
見
え
る
世
界
経
済
」	４
面	

特
集「
大
学
だ
か
ら
取
れ
る
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
」	５
面

社
会
教
育
主
事
課
程
20
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム 	

７
面

学
園
人
脈
記 

第
９
回　
　
　
　

  　
　

 

長
谷
康
礼
氏	

８
面

カ
ナ
ダ 

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
か
ら
交
換
留
学
生	

９
面

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
９	

10
面	

ク
リ
プ
ト
ン
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・

メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社  

代
表
取
締
役株

式
会
社m

inorhythm

マ
イ
ノ
リ
ズ
ム 

代
表
取
締
役
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を
軸
に
展
開
す
る
。

　

短
編
映
画
祭
や
音
楽
ラ
イ

ブ
、
ア
ー
ト
や
最
新
技
術
を

体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

総
コ
ン
テ
ン
ツ
数
は
１
０
０

以
上
。
ジ
ャ
ン
ル
・
分
野
を

横
断
し
た
様
々
な
切
り
口
で

会
場
を
盛
り
上
げ
る
。

　

北
海
学
園
大
学
は
こ
の
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
対
し
、
北

海
道
大
学
、
札
幌
市
立
大
学

に
続
い
て
協
賛
す
る
こ
と
を

決
定
。
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ

ル
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し

て
参
画
す

る
。

　

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ンN

oM
aps2019

が
10
月
16
日
か
ら
20
日
ま

で
、
札
幌
市
中
心
部
の
ホ
ー

ル
や
狸
小
路
周
辺
を
中
心
に

市
内
広
域
で
開
催
さ
れ
る
。

　

NoM
aps

は
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
や
先
端
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
次

の
社
会
・
未
来
を
創
ろ
う
と

す
る
人
た
ち
の
た
め
の
交
流

の
場
で
、
５
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
」「
展
示
」

「
イ
ベ
ン
ト
」

「
交
流
」「
実
験
」

「
学
園
大
に
行
っ
て
い
な

け
れ
ば
起
業
も
し
て
い
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

安
酸
学
長　

伊
藤
社
長
は
高
校

を
卒
業
し
て
直
ぐ
に
は
大
学
へ

行
か
ず
、
国
家
公
務
員
試
験
を

受
け
て
北
海
道
大
学
の
職
員
に

な
ら
れ
た
。
そ
こ
は
職
員
も
自

由
に
研
究
に
参
加
で
き
る
環
境

で
、
や
が
て
自
分
も
勉
強
し
よ

う
と
思
っ
て
、
本
学
の
２
部
に

来
ら
れ
た
と
い
う
異
色
の
経
歴

で
す
ね
。

伊
藤
社
長　

も
と
も
と
大
学
に

行
く
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ

た
ん
で
す
。
で
も
、
周
り
の
学

生
さ
ん
た
ち
を
見
て
羨
ま
し
く

な
っ
た
ん
で
す
ね
。
北
海
学
園
に

夜
間
部
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、

22
歳
の
時
に
入
学
し
ま
し
た
。

安
酸　

以
前
は
も
う
少
し
２
部

に
社
会
人
の
学
生
さ
ん
が
い
た

ん
で
す
が
、
最
近
は
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
２
部
で
の
学
び
に
は
、
そ

れ
な
り
の
意
義
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
初
音
ミ
ク
の
生

み
の
親
で
あ
る
伊
藤
社
長
は
ど

う
思
っ
て
い
ま
す
か
。

伊
藤　

大
学
を
卒
業
す
る
の
と

し
な
い
の
と
で
は
、
一
般
教
養
、

知
識
水
準
が
違
う
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
は
課
題
を
た
く
さ
ん
与

え
ら
れ
、
図
書
館
で
調
べ
て
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
と
い
う
学

問
に
近
い
と
こ
ろ
の
授
業
が
多

か
っ
た
。
そ
れ
が
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
な
っ
て
、
後
々
役
立
っ
た

と
思
い
ま
す
。
学
園
大
に
行
っ

て
い
な
け
れ
ば
起
業
も
し
て
い

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

安
酸　
勉
強
と
い
う
の
は
、
自
分

が
や
り
た
い
と
思
っ
て
や
る
と

ど
ん
ど
ん
興
味
が
湧
い
て
き
て
、

さ
ら
に
や
る
気
に
な
る
も
の
で

す
。
２
部
の
学
生
を
見
て
思
う

の
は
、
一
度
社
会
に
出
て
い
ろ
ん

な
経
験
を
し
た
上
で
、
本
当
に

勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
学
ぶ
ほ

う
が
、
幅
広
い
知
識
が
つ
く
し
、

意
欲
も
違
い
ま
す
ね
。

伊
藤　

う
ち
の
会
社
に
も
、
２

部
の
卒
業
生
、
あ
る
い
は
、
勤

務
し
な
が
ら
２
部
を
卒
業
し
た

社
員
が
い
ま
し
た
が
、
皆
す
ご

く
優
秀
で
し
た
ね
。

安
酸　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
４

年
間
が
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
で
、
そ

こ
で
学
び
な
が
ら
自
分
の
専
門

を
絞
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本
は
、

学
び
た
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し

な
い
ま
ま
、
大
学
へ
行
く
。
自

分
探
し
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。

伊
藤　
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
、
文

系
の
学
部
学
科
を
卒
業
し
た
人

の
ほ
と
ん
ど
は
文
系
の
職
場
へ

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
文

系
出
身
で
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕

事
に
就
く
可
能
性
は
高
い
で
す
。

理
系
と
思
わ
れ
て
い
る
エ
ン
ジ

ニ
ア
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
こ
と
だ

け
を
や
っ
て
い
れ
ば
い
い
わ
け

で
は
な
く
て
、
い
ろ
ん
な
側
面
を

見
る
必
要
が
あ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
セ
ン
ス
や
デ
ザ
イ
ン
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
ゲ
ー

ム
で
あ
れ
ば
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て

ど
う
い
う
喜
び
や
体
験
を
お
客

様
に
提
供
す
る
か
、
そ
の
た
め

に
は
ど
う
い
う
仕
組
み
に
す
る

か
。
こ
れ
は
デ
ザ
イ
ン
力
で
す
。

こ
う
い
う
力
は
理
系
の
勉
強
だ

け
で
は
な
か
な
か
身
に
つ
か
ず
、

ま
さ
に
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
部

分
で
す
。
私
も
大
学
で
、
美
術

論
や
天
文
学
な
ど
、
い
ろ
ん
な

知
識
を
得
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

大
学
を
卒
業
す
る
こ
と
は
非
常

に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
社
会
人
が
大
学
で
学
び
直

し
、
仕
事
に
還
元
し
た
り
、
起

業
す
る
。
社
会
が
も
っ
と
そ
う

い
う
流
れ
に
な
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
ね
。

安
酸　

学
問
は
ど
ん
ど
ん
専
門

化
し
、
サ
イ
エ
ン
ス
は
部
分
化
し

て
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
物
事
を

全
体
的
に
捉
え
る
視
点
は
ど
こ

で
培
わ
れ
て
い
く
か
と
い
う
と
、

大
学
の
中
で
は
教
養
、
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
の
部
分
で
す
。
学
部

に
関
係
な
く
、
自
然
社
会
、
人

文
社
会
、
外
国
語
、
体
育
な
ど

幅
広
く
学
ぶ
。
先
ほ
ど
、
デ
ザ

イ
ン
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
出

す
力
は
、
学
部
横
断
的
な
学
び

や
交
わ
り
が
あ
っ
て
、
初
め
て

そ
う
い
う
力
が
つ
い
て
く
る
ん

で
す
。

伊
藤　

こ
れ
か
ら
く
る
で
あ
ろ

う
人
工
知
能
の
世
界
で
も
、
考
古

学
や
歴
史
、
文
学
な
ど
か
ら
大

き
な
気
づ
き
や
学
び
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
大
学
の
専
門
分
野

の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
は
、
研

究
の
世
界
で
も
企
業
で
も
活
躍

し
て
い
る
人
が
身
に
つ
け
て
い

る
資
質
と
し
て
、
大
き
な
価
値

が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想

が
北
海
道
を
変
え
る

安
酸　

伊
藤
社
長
は
、
10
月
に

開
催
さ
れ
る
「NoM

aps

」
と

い
う
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
実
行
委
員
長
で
す
ね
。

伊
藤　

こ
れ
は
先
端
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
や
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
そ
う

と
い
う
人
た
ち
が
集
っ
て
交
流

す
る
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

安
酸　

NoM
aps

は
、
同
名
の

米
国
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
に
ち
な
ん
で
「
地
図
な
き
領
域

を
開
拓
す
る
」
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

我
々
は
地
図
が
な
い
と
怯
ん
で

し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、

北
海
道
命
名
１
５
０
年
で
注
目

さ
れ
た
松
浦
武
四
郎
が
地
図
の

な
い
時
代
に
自
分
で
歩
い
て
地

図
を
作
っ
て
き
た
よ
う
に
、
未

来
を
切
り
拓
い
て
い
く
の
は
そ

う
い
う
精
神
だ
と
思
う
ん
で
す
。

伊
藤　

北
海
道
は
１
５
０
年
の

歴
史
し
か
な
い
新
し
い
土
地
で

す
。
１
５
０
年
前
に
入
植
し
た

方
々
は
、
強
い
目
的
意
識
や
意
義

が
あ
っ
て
開
拓
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
が
、
開
拓
か
ら
開
発
に

変
わ
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
北

海
道
は
国
か
ら
の
予
算
を
あ
て

に
す
る
依
存
体
質
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
実
は
、
北
海
道
の
Ｉ

Ｔ
産
業
も
受
託
が
多
い
ん
で
す
。

自
分
た
ち
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
大
手

が
開
発
す
る
大
き
な
シ
ス
テ
ム

の
一
部
の
下
請
け
と
い
う
、
親

方
依
存
の
体
質
で
す
。

安
酸　
私
立
大
学
に
お
い
て
も
、

今
は
す
っ
か
り
補
助
金
に
依
存

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
、
私
立
大
学
は
寄
付
行
為

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
、

国
立
大
学
（
現
在
は
独
立
行
政

法
人
）
と
は
違
っ
て
、
も
っ
と
自

主
的
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
や
っ
て
い
け
る
は
ず
な
ん
で

す
。
日
本
の
私
立
大
学
は
も
う

一
度
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
自

分
た
ち
の
力
で
新
し
い
未
来
を

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

伊
藤　

北
海
学
園
大
学
は
、
か

な
り
の
数
の
経
営
者
を
輩
出
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
の
９

割
は
地
方
で
す
か
ら
、
地
方
が

活
性
化
し
な
い
と
日
本
は
活
性

化
し
ま
せ
ん
。
で
も
、
地
方
創

生
を
や
ろ
う
と
し
て
も
、
予
算

と
な
る
と
中
央
に
依
存
す
る
傾

向
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。
地
方
は
、

地
方
の
利
点
を
活
用
し
な
が
ら
、

独
立
採
算
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、

地
方
独
自
の
経
済
を
つ
く
っ
て

い
く
よ
う
な
思
い
切
っ
た
政
策

を
や
っ
て
も
い
い
と
思
う
ん
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
が
自
分
の
考

え
で
起
業
し
て
い
く
よ
う
な
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
で
す
。

NoM
aps

は
そ
う
い
っ
た
起
業

や
、
何
か
作
る
、
考
え
る
、
手

を
動
か
す
と
い
う
人
を
社
会
に

ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
こ
う
と
、

展
示
や
映
画
祭
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
体
験
な
ど
を
総
合
的
に
行

う
イ
ベ
ン
ト
な
ん
で
す
。

安
酸　
な
ぜ
札
幌
で
開
催
を
？

伊
藤　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
と
い

う
の
は
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ

と
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
で

す
か
ら
、
こ
の
視
点
を
北
海
道

こ
そ
が
持
つ
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
主
体
的
に
社
会
に
参

加
し
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
す
る
こ
と
は
普
通
の
こ
と

な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
、

楽
し
い
こ
と
、
有
意
義
な
こ
と
、

役
立
つ
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
考
え

て
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
。

そ
の
「
き
っ
か
け
づ
く
り
」
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

1965年標茶町生まれ。釧路北陽高校を卒業後、
北海道大学職員。勤務のかたわら、本学経済学
部2部に入学、1991年卒業。1995年、クリプトン・
フューチャー・メディア株式会社設立。2007年
に発売した「VOCALOID2 初音ミク」が空前の
ブームを巻き起こす。2013年、藍綬褒章を受章。

鳥取県米子市生まれ。京都大学文学部卒、同
大学院文学研究科修了。米国ヴァンダービル
ト大学大学院修了。Ph.D.、京都大学博士（文
学）。専門はキリスト教学と西洋思想史。主著
はErnst Troeltsch 、『レッシングとドイツ啓蒙』、

『歴史と解釈学』、『人文学概論』など。

安
や す か た

酸敏
と し ま さ

眞学長×代表取締役  伊
い

藤
と う

博
ひ ろ

之
ゆ き

氏

クリプトン・フューチャー・メディア株式会社

経済学部経済学科 平成2年度卒・Ⅱ35期生

北海学園大学

対談

公務員として働きながら本学経済学部２部を卒業し、その後、起業して
「初音ミク」を生み出した伊藤博之社長は、IT 技術を活かした地域プロ
ジェクトにも取り組んでいる。地域とともに歩んできた本学の安酸敏眞
学長と伊藤社長が、大学で学ぶことの意義、北海道と大学の未来につ
いて話した。

英
語
力
、
Ｉ
Ｔ
技
術
、

デ
ザ
イ
ン
力
。学
ぶ
こ
と
で

可
能
性
は
広
が
る

安
酸　

北
海
学
園
大
学
は
札
幌

と
い
う
地
方
に
あ
る
大
学
で
す

が
、
我
々
は
い
つ
の
間
に
か
、

札
幌
は
北
海
道
に
お
け
る
ミ
ニ

東
京
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
一
歩
外
に
出
て
地
方
に

行
っ
て
み
る
、
そ
れ
こ
そ
松
浦

武
四
郎
が
北
海
道
全
域
を
歩
い

た
よ
う
に
、
我
々
自
身
が
道
内

各
地
を
歩
い
て
み
な
い
と
〝
地

域
に
根
ざ
し
た
大
学
〟
と
は
言

え
な
い
だ
ろ
う
と
。
本
学
は
こ

れ
か
ら
も
、
地
方
の
厳
し
い
現

実
に
ふ
れ
な
が
ら
、
地
方
の
様
々

な
課
題
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を

積
極
的
に
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
伊
藤

社
長
の
ご
活
躍
は
、
我
々
に
と
っ

て
は
希
望
の
星
で
す
。
今
後
ま

す
ま
す
Ｉ
Ｔ
化
が
進
む
社
会
に

お
い
て
、
学
生
た
ち
に
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

伊
藤　

私
は
日
本
の
都
道
府
県

の
中
で
北
海
道
が
一
番
、
可
能

性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
は
世
界
の
人
た

ち
が
も
の
す
ご
く
憧
れ
て
訪
れ

る
場
所
で
も
あ
る
ん
で
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
ポ
ケ
ッ
ト
に

入
っ
て
い
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
い
つ
で
も
自
分
の
活
動
を

世
界
に
発
信
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
英
語
力
や
Ｉ
Ｔ
を
使
う
力
、

デ
ザ
イ
ン
力
が
あ
れ
ば
怖
い
も

の
は
な
い
。
東
京
に
依
存
す
る

こ
と
も
、
会
社
に
依
存
す
る
必

要
も
な
く
、
自
分
だ
け
で
切
り

開
い
て
い
け
る
わ
け
で
す
。
大

学
は
そ
う
い
う
力
を
つ
け
る
場

で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
も
っ
と

世
の
中
に
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
10
年
、
Ａ
Ｉ
を
ベ
ー

ス
に
し
た
思
い
も
か
け
な
い
起

業
家
が
出
現
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
北
海
学
園
大
学
は
理
系
も

文
系
も
あ
る
総
合
大
学
な
の
で
、

そ
こ
で
学
ぶ
こ
と
で
い
ろ
ん
な

可
能
性
が
開
け
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

自
分
の
興
味
あ
る
こ
と
、
や
り

た
い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

安
酸　

私
は
高
校
の
卒
業
ア
ル

バ
ム
に
「
未
知
の
世
界
に
挑
も

う
」
と
書
い
た
ん
で
す
が
、
一
生

懸
命
や
っ
て
い
れ
ば
自
ず
と
道

は
開
け
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま

す
。
本
学
の
建
学
の
精
神
「
開
拓

者
精
神
」
を
も
っ
て
、
ま
た
、
同

窓
生
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
未

来
を
切
り
拓
く
人
材
を
輩
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

NoMaps2019に本学が協賛

幅
広
い
教
養
が
求
め
ら
れ
る
社
会

大
学
で
学
ぶ
意
義
が
そ
こ
に
あ
る
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取
り
し
、〝
人
が
活
き
活
き
と
す

る
〟〝
環
境
に
や
さ
し
い
〟
の
両

面
か
ら
、
広
く
設
定
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
度
は
、

勉
強
し
や
す
い
教
室
や
働

き
や
す
い
オ
フ
ィ
ス
を
研

究
す
る
「W

ellness

」、

災
害
時
の
安
全
性
を
研
究

す
る
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」、
超
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
を
研
究
す

る
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」、
快
適
性
・

利
便
性
・
安
全
性
・
省
エ

ネ
・
省
資
源
な
ど
、
建
物

や
ま
ち
の
環
境
性
能
を
総

合
的
に
評
価
す
る
「
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
」
の
４
テ
ー
マ

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
人
工

知
能
、
新
し
い
建
物
や
ま

ち
の
設
計
手
法
で
あ
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ

やIntegrative Design

、

新
し
い
建
物
や
ま
ち
の
運
用
手

　

小
柳
研
究
室
は
、
発
足
２
年
目

の
新
し
い
研
究
室
で
す
。「
人
が

活
き
活
き
と
す
る
環
境
に
や
さ

し
い
建
物
と
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
標
に
、
卒
論
生
12
名
と
と
も

に
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
、
卒
論
生
が

将
来
様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き

る
よ
う
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
先

法
で
あ
るCyber Physical 

System

な
ど
も
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

（
図
）。

　

小
柳
研
の
特
徴
と

し
て
は
、
積
極
的
に

学
会
な
ど
で
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
２
０
１
８

年
度
は
11
名
の
卒
論

生
全
員
が
日
本
建
築

学
会
や
空
気
調
和
衛

生
工
学
会
の
発
表
会

で
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で

の
勤
務
経
験
を
活
か

し
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活

用
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
を
進
め
、
作
業
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
る
点
も
特

徴
で
す
。
一
方
、
現
在
は
、
大
学

院
生
が
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
今

後
は
大
学
院
生
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
発
足
し
た
ば
か
り
の
研

究
室
で
は
あ
り
ま
す
が
、
広
く

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩

出
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ご

指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

経営学部准教授  古
ふる

谷
たに

 嘉
か

一
いち

郎
ろう

乳幼児を養育する母親の
認知的歪みが育児関連行動と
精神的健康に及ぼす影響

北海学園学術研究助成事業報告 ⑩

研究
課題

　

産
後
う
つ
な
ど
、
子
育
て
中

の
親
の
精
神
的
健
康
に
つ
い
て

の
研
究
は
、
心
理
学
や
看
護
学

の
観
点
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
出
産
前
・

出
産
後
の
抑
う
つ
や
不
安
の
特

徴
に
つ
い
て
の
研
究
は
数
多
く

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
親
の
精

神
的
健
康
や
子
育
て
に
影
響
を

及
ぼ
す
要
因
の
研
究
は
発
展
途

上
で
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
親
の
個
人
特

性
が
精
神
的
健
康
や
子
育
て
に

及
ぼ
す
影
響
を
検
討
す
る
こ
と

を
本
研
究
の
目
的
と
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
個
人
特
性
を
認
知
の
歪

み
の
観
点
か
ら
と
ら
え
ま
し
た
。

認
知
の
歪
み
と
は
、
個
々
人
の

望
ま
し
く
な
い
考
え
方
の
傾
向

で
す
。
特
定
の
認
知
の
歪
み
を

持
つ
人
は
、
精
神
的
健
康
が
悪

化
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
認
知
の
歪
み
と
い
っ

て
も
多
様
（
10
種
類
以
上
）
な

た
め
、
扱
う
歪
み
を
５
つ
に
絞

り
ま
し
た
。
第
１
に
物
事
を
完

全
に
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
い
う
思
い
が
反
映
さ
れ
た

完
全
主
義
的
努
力
で
す
。
第
２

に
、
物
事
に
つ
い
て
ミ
ス
を
し

た
く
な
い
思
い
が
反
映
さ
れ
た

完
全
主
義
的
懸
念
で
す
。
第
３

に
、
破
局
的
思
考
で
す
。
こ
れ

は
、
あ
る
で
き
ご
と
の
極
端
に

悪
い
点
を
強
調
す
る
思
考
で
す
。

第
４
に
反
す
う
で
す
。
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
で
き
ご
と
に
関
す
る
気
持

ち
や
思
考
に
つ
い
て
繰
り
返
し

考
え
る
こ
と
で
す
。
第
５
に
不

決
断
傾
向
で
す
。
物
事
を
決
め

ら
れ
な
い
傾
向
を
指
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
全
国
を
対
象

に
し
た
ウ
ェ
ブ
調
査
を
行
い
、

６
０
０
人
か
ら
回
答
を
得
ま
し

た
。
基
本
的
に
は
こ
の
調
査
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
と
、
こ
れ
ま

で
に
収
集
し
て
い
た
デ
ー
タ
（
完

全
主
義
、
子
育
て
に
対
す
る
肯

定
的
／
否
定
的
感
情
な
ど
）
を

用
い
て
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
認
知
の
歪
み
は
全
般

的
に
親
の
精
神
的
健
康
に
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
父

親
と
母
親
で
比
較
す
る
と
、
母

親
の
ほ
う
が
認
知
の
歪
み
の
影

響
を
受
け
や

す
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し

た
。
子
育
て

の
主
体
と
な

り
や
す
い
の
は
母
親
で
あ
る
た

め
、
子
育
て
に
か
か
わ
る
ス
ト

レ
ス
を
父
親
よ
り
も
背
負
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

加
え
て
、
父
親
も
母
親
も
完

全
主
義
的
懸
念
が
高
い
人
ほ
ど
、

子
育
て
に
つ
い
て
の
否
定
的
感

情
を
強
く
感
じ
る
一
方
、
肯
定

的
感
情
を
感
じ
に
く
く
な
る
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
否
定
的
感
情
の
強
さ
が
精

神
的
健
康
を
低
め
る
要
因
で
あ

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
ミ

ス
を
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い

が
、
子
育
て
の
つ
ら
さ
を
増
幅

さ
せ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
等

を
踏
ま
え
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー

ヴ
ァ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の

Isabel Roskam

教
授
、Moïra 
M

ikolajczak

教
授
を
代
表

と
す
るThe International 

Investigation of Parental 
Burnout 

（IIPB

）
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
子
育
て
中
の
親
の
精

神
的
健
康
に
つ
い
て
の
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
研

究
の
成
果
を
も
と
に
申
請
し
、

獲
得
で
き
た
科
研
費
基
盤
研
究

費
（
Ｂ
）「
乳
幼
児
養
育
者
の
疲

弊
を
緩
和
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
ツ
ー
ル

に
つ
い
て
の
基
礎
・
応
用
的
研

究
と
そ
の
社
会
実
装
」
の
研
究

も
進
め
る
予
定
で
す
。

１
９
７
８
年
三
重
県
久
居
市
（
現 

津
市
）
に
生
ま
れ
る
。
広
島
大
学
総
合
科
学
部
卒
業
、
同
大

学
院
生
物
圏
科
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
、
博
士
課
程
後
期
修
了
。
博
士
（
学
術
）
取
得
。
比

治
山
大
学
現
代
文
化
学
部
助
教
・
講
師
を
経
て
、
２
０
１
３
年
よ
り
北
海
学
園
大
学
経
営
学
部

講
師
、
２
０
１
９
年
同
大
学
准
教
授
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
乳
幼
児
養
育
者
の
精
神
的
健
康
の

悪
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
。
近
年
の
研
究
業
績
は 

◆The mediating role of intolerance 
of uncertainty on the relationships between perfectionism dimensions and 
psychological adjustment/maladjustment among mothers Personality and 
Individual Differences, 122, 2018 

◆ 

居
住
地
の
社
会
増
減
率
と
親
と
の
居
住
距
離
が

子
育
て
に
関
す
る
評
価
に
及
ぼ
す
影
響
、
応
用
心
理
学
研
究
、 43, 2018

◆ Preliminary 
Validation of Japanese Version of the Parental Burnout Inventory and Its 
Relationship W

ith Perfectionism Frontiers in Psychology, 9, 2018

な
ど
。

子
育
て
中
の
母
親
の
精
神
的
健
康
に
つ
い
て 

日
本
全
国
を
対
象
に
し
た
調
査
か
ら
検
討

工学部教授

小
こ

柳
やなぎ

 秀
ひで

光
みつ

（専門：建築・都市環境工学）

建物・まち
（人工環境）

地　球
（自然環境）

ひとが活き活きとする
（快適、便利、安全）

Wellness、BCP

CASBEE

ZEB

環境にやさしい
（省エネ、省資源など）

今後のテーマ
BIM、Integrative Design
Cyber Physical System

小柳研究室の研究テーマ（青：目標、赤：研究テーマ）

　

昨
年
３
月
か
ら
今
年
の
２
月
に
か

け
て
、
在
外
研
修
の
機
会
を
い
た
だ

き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
に

滞
在
し
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は

ウ
ィ
ー
ン
の
啓
蒙
主
義
と
秘
密
結
社

と
の
関
係
で
、
と
り
わ
け
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
『
魔
笛
』
や
彼
が
関
与
し
て

い
た
結
社
に
つ
い
て
調
べ
て
き
ま
し

た
。
も
っ
と
も

ウ
ィ
ー
ン
は
音

楽
の
都
で
も
あ

り
ま
す
。『
魔
笛
』
に
つ
い
て
は
、
文

献
調
査
だ
け
で
は
な
く
、
国
立
歌
劇

場
や
フ
ォ
ル
ス
ク
オ
ー
パ
ー
の
公
演

に
も
通
い
ま
し
た
。
歌
劇
場
で
の
公

演
は
も
ち
ろ
ん
演
出
や
演
奏
に
よ
る

解
釈
の
結
果
で
す
か
ら
、
台
本
や
楽

譜
と
直
接
向
き
合
う
の
と
は
異
な
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
実
際
の
上
演
を
聴

く
の
は
刺
激
的
で
す
。
そ
こ
に
演
出

家
や
演
奏
者
の
解
釈
が
含
ま
れ
る
か

ら
こ
そ
感
じ
る
気
づ
き
も
あ
り
ま
す

し
、
何
度
も
同
じ
オ
ペ
ラ
を
聴
い
て

い
る
う
ち
に
、
こ
れ
ま
で
気
に
し
て

い
な
か
っ
た
歌
詞
が
ふ
っ
と
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
耳
に
飛
び
込
ん
で
く

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
な

ん
と
い
っ
て
も
ラ
イ
ブ
だ
か
ら
こ
そ

伝
わ
っ
て
く
る
息
遣
い
、
音
の
響
き

は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

ウ
ィ
ー
ン
は
歴
史
の
あ
る
町
で

す
。
研
修
先
だ
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学

は
14
世
紀
創
設
の
伝
統
あ
る
大
学

で
、
中
庭
に
置
か
れ
て
い
る
大
学
ゆ

か
り
の
学
者
た
ち
の
胸
像
を
見
る

と
、
学
問
の
歴
史
へ
の
貢
献
に
は
驚

嘆
し
ま
す
。
大
学
だ
け
で
は
な
く
、

町
中
に
伝
統
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
重
み
を
背
負
い
な
が
ら
未
来

を
切
り
開
い
て
い
く
こ
の
都
市
に

は
、
札
幌
と
は
異
な
る
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
音
楽
や
美
術
・
建
築
な
ど
だ

け
で
は
な
く
、
お
菓
子
や
カ
フ
ェ
の

文
化
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
外
国
人
が

居
住
し
、
多
様
な

文
化
が
現
在
の
ウ
ィ
ー
ン
を
作
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ウ
ィ
ー
ン
の
中
で
１
年
間

暮
ら
し
な
が
ら
、
北
海
学
園
大
学
の

学
生
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
こ
の
町
を

見
て
も
ら
い
た
い
、
観
光
だ
け
で
は

な
く
こ
こ
で
１
カ
月
で
も
２
カ
月
で

も
生
活
し
て
も
ら
い
た
い
と
強
く

願
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
研

修
期
間
の
最
後
に
人

文
学
部
の
学
生
さ
ん

が
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の

語
学
講
習
に
参
加
し

て
く
れ
た
の
は
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
み
な
さ
ん
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ウ
ィ
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ン
を
体
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て
く
だ
さ
い
。
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レスブリッジ大学教育学部准教授（心理カウンセリング）  
ドーン マクブライド

（2019 年度レスブリッジ大学交換留学生引率）

Hello HGU faculty and students! This past June I was a faculty chaperone for 
the exchange program between Hokkai Gakuen University and the University 
of Lethbridge (Canada). Did you know over 300 HGU faculty and students have 
visited Lethbridge and just about as many faculty and student from Lethbridge 
have visited HGU?  Imaru Baquero (staff chaperone), 10 students, and I had a very 
memorable stay in Sapporo. Our host families and the staff/faculty of HGU ensured we were well looked after and 
helped us to learn about Japan and the Japanese culture. Our visit to HGU was a lifetime experience made memorable 
by the wonderful and generous people we met in Sapporo. Thank you all! 
As a professor of psychology and a psychologist, I am often asked “how do you help people manage stress?”.  It is 
an important question since feeling stressed for too long can lead to people: (a) feeling depressed, anxious, or angry, 
(b) developing physical problems such as stomach aches and tense muscles, and (c) worrying too much or believing 
they are failures.  
If you asked me how to cope better with stress, I might ask you to imagine driving a fancy car. Next, I would ask, 

“what would happen if you drove this car when it had a flat tire?” You would tell me the tire rim would be ruined, and 
it would expensive to repair. Correct! And, what would happen if you drove this car when there was not enough air in 
one of the tires?  You would tell me the car would not run very efficiently, as it would use more gas because the tire 
was underinflated. Right again!
How does running a car relate to managing stress? You can be smart (like a car engine) and work very hard (like 
driving the car very fast) but the car (you) will not move well if you do not look after each of the car’s tires.  
Managing stress requires you to look after the following four tires on your car–think of your body as being the car 
and your brain as the engine of the car: 
PHYSICAL WELLNESS TIRE: Do you eat healthy food and avoid sugar (e.g., pop, baking, chocolate, etc.)? Do 
you get enough sleep? Do you move your body enough every day to help it let go of stress (e.g., go for long walks, 
practice marital arts, etc.)? 
MENTAL WELLNESS TIRE: To keep enough air in this tire, it is important to do things that create good feelings 
and positive memories (e.g.,  spend time with those you enjoy being around, do things that make you smile and laugh, 
go on mini-holidays, learn a new skill or hobby to distract your mind from your worries). Sometimes, I urge people to 
record their thoughts and feelings on paper and then burn it as one way to let go of some stress.  
SPIRITUAL WELLNESS TIRE: To care for this tire, take time to meditate, reflect, be in nature, get involved 
with causes that you believe in, or read books that give you hope and inspire you. How often do you notice the good 
things you can see, smell, hear, and taste?
SCHOOL OR WORK WELLNESS TIRE:  This last tire is about making sure you stay organized by creating do 
lists and making your study/work area clean, quiet, and motivating (e.g., post pictures or quotes that inspire you). 
Remembering your career goals is one way to keep focused on why you are doing what you are doing.
If you and I were talking, I would ask if all your tires were correctly and equally inflated. For a car to drive well, all 
the tires need to be looked after. Just like cars, we need to look after four areas–our physical, mental, spiritual, and 
school/work needs–in order to cope effectively with the daily stress in our lives. 
Translation by Tomoko Greenshields (University of Lethbridge). 
職員の皆さん、そして生徒の皆さん、こんにちは！ 私は、今年の六月、北海学園とレスブリッジ大学の交換留学プログラムの引率者でした。
今までに、職員と生徒を合わせて、およそ 300 人が北海学園からレスブリッジ大学を訪れ、また、レスブリッジ大学からも約同じ人数が北
海学園に訪れていたことをご存知でしたか？ 今年、私を含め、もう一人の引率者のイマル バケロ、そして 10 人の生徒たちは、大変思い出
深い滞在を経験しました。ホストファミリーをはじめ、北海学園のスタッフの方々は、私たちに常に気を遣って下さり、私たちが最大限に日
本語と日本文化を勉強出来る機会を与えて下さいました。そのお陰で、私たちは一生心に残る思い出を、この滞在で作ることが出来ました。
それもこれも、札幌でお会いした皆さんのお陰です。本当にありがとうございました。
心理学者として、また心理学を教える者として、私はよく、ストレスマネージメントをどのようにしたら良いだろうか、と聞かれます。これは
とても大切な疑問です。なぜなら、ストレスを感じているにもかかわらず、それを何もしないで放っておくと、（a）心が沈み込んだままになっ
てしまったり、いつも心が落ち着かなかったり、あるいは常にイライラしている状態が続いたり、（ｂ）胃が痛くなったり、体に痛みを感じたり、

（ｃ）心配しすぎるあまりに、自分は負け組だ、と思ってしまったりします。
それでは、ストレスを感じた場合、私たちはそれにどのように対処していったら良いのでしょう？ あなたがちょっと素敵な車をドライブして
いるところを想像してみて下さい。そして次に、その車のタイヤがパンクしたまま運転したとしたらどうかを考えてみて下さい。そうですね、
車輪の枠は壊れてしまい、修理するのが大変高くなってしまいます。それでは、タイヤの一つに十分空気が入っていなかった場合はどうでしょ
う？ そうです、タイヤに空気がちゃんと入っていないので、ガソリンは余分に使っているのに車は効率よく走りません。
この車の例と、ストレスマネージメントは、どのように関係しているのでしょうか？ あなたがどんなに賢く（車のエンジンのように）そして一
生懸命働いても（車をとても早く走らせるように）それぞれのタイヤがきちんと機能していないと、車は（あなたは）走りません。ストレス
に対処するには、あなたの心と体（車でのタイヤ部分）、そして脳（車でのエンジン部分）の健康管理が必要です。
体の健康タイヤ：糖分（炭酸ジュース、ケーキ類、チョコレートなど）控えめの、健康的な食事をしていますか？ 十分な睡眠を取っています
か？ 毎日、ストレスを解消できるような適度な運動をしていますか？（長めの散歩、武道など）
心の健康タイヤ：タイヤに十分空気を入れておくため、楽しい思いをしたり、良い思い出を作ったりすることは大切です。（一緒にいてたのし
いと思う人と時間を過ごす事、笑ったり、笑顔になれるような事をする事、小旅行をする事、不安な気持ちを落ち着かせるために、新しい
技術を習得したり、新しい趣味に挑戦する事）時々私は、嫌な事や考えを紙に書いて、その書いた紙を燃やしてしまう事で、ストレスを追
いやる事を薦めています。
精神（スピリチュアル）の健康タイヤ：このタイヤをケアする為には、瞑想したり、あなたが何に感謝するか、何を素晴らしいと思うか、何に
謙遜の気持ちを抱くかを考えてみる事、あなたが何に価値感をおぼえるかを考えたり、自然を楽しんだり、他の人の為になる事をやってみ
る事、例えばボランティア活動をしてみたり、あるいはあなたに希望を持たせたり、心を刺激したりする本を読んでみましょう。
学校や仕事の健康タイヤ：この最後のタイヤは、やる事リストを作ったり、勉強や仕事をするところを静かで整頓されていて、やる気が出る
ような場所にすることが大切です。（写真や絵を飾ったり、好きな諺を置く）一つの方法として、自分のゴールが何であったかを考える事は、
今、自分がやっている事への集中につながります。
もし私があなたと話をしていたとしたら、あなたのタイヤに正しく平等に空気が入っているかどうかを聞きます。車を正しく運転するには、
すべてのタイヤが、きちんとケアされていなければなりません。そして私たちも日常のストレスがうまく解消できるよう、4 つの要素、体、心、
精神そして学校／仕事のケアをする事が大切なのです。
マクブライド博士のメールアドレス：dawn.mcbride@uleth.ca　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳：朋子 グリーンシールズ

Learning Japanese in 
Minori-sensei class.

Feeling Stressed? 
Try fixing your flat tire!

ストレスを感じていませんか？
あなたのパンクしてしまった
タイヤを治しましょう！
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G20サミットから見える世界経済〜G7＜G20？〜
2019年度 第 1 回市民公開講座

も
急
増
し
、
２
０
１
８
年
は

３
１
１
９
万
人
と
、
２
０
１
０

年
か
ら
の
８
年
間
で
４
・
４
倍
。

そ
の
う
の
ち
85
・
８
％
が
ア
ジ

ア
か
ら
の
観
光
客
で
、
北
海
道

へ
は
２
０
１
７
年
に
２
７
９
万

人
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
人
の

２
０
１
８
年
訪
日
旅
行
消
費
額

は
１
兆
５
７
６
３
億
円
と
全
体

の
34
％
を
占
め
、
経
済
効
果
は

か
な
り
大
き
い
。

　

一
方
、
観
光
産
業
の
課
題
は
、

景
気
や
政
治
問
題
、
地
震
や
災
害

な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い
こ

と
。
北
海
道
に
関
し
て
は
、
道

内
全
体
の
観
光
戦
略
を
立
て
る

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
不
在
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
北
海
道
観
光

の
９
割
が
道
内
客
で
あ
る
こ
と

か
ら
道
民
に
対
す
る
対
応
も
大

切
だ
。
経
済
効
果
だ
け
を
期
待

す
る
の
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
諸

国
と
の
交
流
と
い
う
観
点
か
ら
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
他
者
理

解
の
絶
好
の
ツ
ー
ル
と
な
り
得

る
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

自
由
・
公
正
・
無
差
別
な
貿
易
環

境
の
実
現
、
廃
プ
ラ
問
題
、
環

境
問
題
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的

に
話
し
合
わ
れ
た
が
、
他
の
Ｇ

20
会
議
や
昨
年
の
議
論
と
そ
れ

ほ
ど
違
い
は
な
く
、
大
き
な
進

展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。「
反
保

護
主
義
」
の
文
言
も
首
脳
宣
言

に
盛
り
込
め
な
か
っ
た
。

　

社
会
か
ら
は
、
少
数
の
富
裕
国

が
世
界
の
動
向
を
議
論
す
る
枠

組
や
、
そ
れ
ら
を
主
導
す
る
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
富
の

偏
在
）
に
反
対
す
る
抗
議
の
声

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
米
中
貿

易
戦
争
の
話
題
に
終
始
し
、
本

来
の
課
題
解
決
の
た
め
の
建
設

的
な
議
論
・
意
思
決
定
が
十
分

に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。　
　
　
　
　

　

ま
た
、
開
発
途
上
国
に
対
す

る
先
進
国
の
経
済
支
援
や
世
界

の
貧
困
問
題
の
議
論
も
進
ま
ず
、

Ｇ
20
を
こ
の
ま
ま
続
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
か
、
組
織
の
見

直
し
な
ど
を
問
題
提
起
し
た
。

　2019 年度第１回市民公開講座が7月20日、D30番教室で開催された。今年6月28日、29日に
大阪でG20サミット（金融・世界経済に関する首脳会合）が開催され、10月には倶知安町におい
て観光大臣会合が予定されている。本講座では、グローバル経済がどのように変化し、G20がど
のような課題に直面しているのか、経済学部の3人の教授がそれぞれの視点から解説した。パ
ネルディスカッションでは経済学部・平野研教授の司会のもと、活発な意見交換が行われた。

新
興
ア
ジ
ア
諸
国
と
北
海
道

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光 

  

─
Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
に
よ
せ
て

経
済
学
部
教
授  

宮み
や
じ
ま島 

良よ
し
あ
き明 

【
国
際
経
済
論
】

　

い
ま
や
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心

と
し
た
新
興
国
・
地
域
が
世
界

経
済
の
成
長
軸
を
形
成
し
て
い

る
。
Ｇ
７
と
新
興
諸
国
（
Ｇ
７

以
外
の
Ｇ
20
メ
ン
バ
ー
で
、
中

国
を
含
む
）
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
比
較

し
て
も
、
２
０
１
８
年
に
は
Ｇ

７
に
迫
る
勢
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長
か

ら
、
日
本
に
来
る
外
国
人
観

光
客
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
）

世
界
経
済
の
持
続
・
平
等
的
成
長
に

果
た
す
Ｇ
20
の
役
割 

─
日
本
開
催

ま
で
の
回
顧
と
論
点
の
整
理

経
済
学
部
教
授  

越え
ち

後ご　

修
 お
さ
む 

【
多
国
籍
企
業
論
】

　

大
阪
で
の
「
20
カ
国
・
地
域
首

脳
会
合
（
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
）」
開

催
は
、
国
際
経
済
の
直
面
す
る

課
題
を
知
り
、
そ
れ
ら
へ
の
関

心
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

講
演
で
は
、
首
脳
会
議
を
含
む

Ｇ
20
の
様
々
な
会
議
が
開
催
さ

れ
る
に
至
っ
た
経
緯
や
、
日
本

開
催
ま
で
の
歴
史
を
概
説
し
た
。

 

講
演
２

 

講
演
１

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
国
際
市
民

社
会
の
提
言
と
批
判  

─
─
Ｇ
20
は

い
か
よ
う
に
み
ら
れ
る
か

経
済
学
部
教
授  

大お
お

屋や 

定さ
だ
は
る晴 

【
社
会
経
済
学
】

　

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す

る
市
民
社
会
の
２
つ
の
反
応
と

し
て
、
市
民
か
ら
政
策
提
言
を

行
っ
た
国
際
市
民
運
動
（
Ｃ
20
）

と
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し
た

反
対
デ
モ
を
紹
介
し
た
。
こ
れ

ら
の
共
通
点
と
し
て
新
自
由
主

義
反
対
、
分
断
と
ヘ
イ
ト
を
越

え
て
共
存
と
連
帯
な
ど
が
あ
る

が
、
メ
デ
ィ
ア
に
は
ほ
と
ん
ど

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

国
際
市
民
社
会
／
グ
ロ
ー
バ

ル
な
社
会
運
動
の
批
判
的
言
説

の
根
底
に
は
、
Ｇ
８
／
Ｇ
20
が

主
導
す
る
新
自
由
主
義
的
な
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
批

判
が
継
続
し
て
存
在
し
て
い
る
。

そ
し
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就

任
に
よ
り
、
欧
米
大
陸
を
中
心
と

し
た
国
際
市
民
社
会
は
強
烈
な

危
機
感
を
抱
き
は
じ
め
、
前
回

（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
）、
前
々
回
（
ド
イ
ツ
・

ハ
ン
ブ
ル
ク
）
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ

ト
で
は
数
万
人
規
模
の
反
対
運

動
が
起
こ
っ
た
。
さ
ら
に
Ｇ
20

に
対
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本

主
義
の
世
界
」
を
維
持
す
る
政

治
的
「
私
的
ク
ラ
ブ
」
で
あ
る

と
明
確
な
批
判
も
出
て
い
る
。

　

日
本
の
市
民
社
会
の
声
は
ま

だ
小
さ
い
。
10
月
に
Ｇ
20
観
光

大
臣
会
合
が
北
海
道
で
行
わ
れ

る
が
、
我
々
は
ど
の
よ
う
に
見

る
の
か
、
外
か
ら
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
て
い
る
の
か
、
今
一
度

考
え
た
い
。

 

講
演
３

　

本
学
地
域
連
携
推
進
機
構
は

北
海
道
と
の
共
催
で
６
月
５
日
、

Ｄ
30
番
教
室
で
第
１
回
地
方
創

生
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
新
時
代
の
地

域
創
生
～
デ
ー
タ
と
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
地
域
政
策
形
成
に

向
け
て
」
を
開
催
し
た
。

　

本
年
度
は
、
各
自
治
体

が
策
定
し
た
地
方
創
生

（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
）
総
合
戦
略
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
見
直
し
を

行
う
年
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
は
地
域
に
根
ざ
し
た
大

　

本
学
地
域
連
携
推
進
機
構
と

北
広
島
市
と
の
連
携
企
画
・
地

域
連
携
特
別
講
座
が
６
月
18
日
・

25
日
、
７
月
２
日
と
３
回
に
わ

た
り
、
北
広
島
市
芸
術
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
学
の
教
育
・
研
究
を
社
会
に

還
元
し
、
地
域
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
・
人
づ
く
り
等
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
本
講

座
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
で
５
年

目
と
な
る
。
今
回
も
た
く
さ
ん

の
市
民
の
方
々
が
来
場
し
、
熱

心
に
受
講
し
て
い
た
だ
い
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

■
第
１
回  

６
月
18
日

「
右
脳
と
左
脳
の
機
能
の
違
い
に
つ
い
て

＋ 

脳
波
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
」

工
学
部
・
山
ノ
井
髙
洋 

教
授

　

地
球
上
で
最
後
の
秘
境
と
い

わ
れ
て
い
る
の
が
ヒ
ト
脳
。
講

座
で
は
、
右
脳
と
左
脳
の
機
能

学
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
北
海
道
と
の
包

括
連
携
協
定
に
基
づ
く
事
業
と

し
て
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

た
。
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
開
発

研
究
所
・
西
村
宣
彦
所
長
は
「
地

域
の
皆
様
と
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
の
た
め
に
、
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
新
し
い
仲
間

づ
く
り
の
場
に
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
半
は
、
一
般

社
団
法
人
持
続
可
能
な
地
域
社

会
総
合
研
究
所
所
長
・
本
学
経

差
に
つ
い
て
説
明
。
さ
ら
に
山

ノ
井
研
究
室
で
行
っ
て
い
る
脳

波
計
測
実
験
や
ブ
レ
イ
ン
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
た
。

■
第
２
回  

６
月
25
日

「
ヒ
ッ
ト
商
品
は
い
か
に
生
み
出

さ
れ
る
の
か
？
」

経
営
学
部
・
今
野
喜
文 

教
授

　
「
良
い
も
の
が
必
ず
し
も
ヒ
ッ

ト
商
品
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
」

こ
と
を
平
易
な
事
例
を
取
り
上

げ
な
が
ら
説
明
し
た
。

■
第
３
回  

７
月
２
日

「〝
人
を
動
か
す
〟
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
」

経
営
学
部
・
増
地
あ
ゆ
み
教
授

　

私
た
ち
は
、
自
分
の
行
動
や

選
択
は
「
自
分
で
決
め
て
い
る
」

と
思
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
他

者
や
状
況
な
ど
多
く
の
要
因
が

影
響
す
る
こ
と
を
体
験
（
デ
モ
）

を
交
え
て
解
説
し
た
。

済
学
部
客
員
教
授
の
藤
山
浩
氏

に
よ
る
「
２
０
２
０
年
代
に
お

け
る
地
域
政
策
の
進
化
形
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

藤
山
氏
は
「
北
海
道
だ
か
ら

全
国
に
先
が
け
て
で
き
る
こ
と

が
あ
る
」
と
言
い
、
北
海
道
全

域
の
最
新
の
人
口
分
析
を
説
明
。

「
地
域
の
未
来
を
設
計
す
る
た
め

に
は
、
詳
細
な
デ
ー
タ

と
証
拠
に
基
づ
い
た
政

策
が
重
要
」
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
の
地
域

政
策
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化

す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、「
地
域

同
士
、
住
民
同
士
が
考
え
、
学

び
合
う
こ
と
が
大
き
な
原
動
力

に
な
る
」
と
話
し
た
。

　

後
半
は
、
経
済
学
部
の
西
村
宣

彦
教
授
、
濱
田
武
士
教
授
、
水

野
谷
武
志
教
授
が
、
天
売
島
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
地
域
研
修

な
ど
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み

事
例
を
紹
介
し
た
。

  

北
海
道
×
北
海
学
園
大
学  

第
１
回 

地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

北
広
島
市
×
北
海
学
園
大
学 

連
携
企
画  

第
５
回 

地
域
連
携
特
別
講
座 

一般社団法人持続可能な地域社会総合研
究所所長・本学経済学部客員教授 藤山浩氏

　

法
学
部
は
７
月
３
日
、
50
番

教
室
でA

m
azon

ビ
ジ
ネ
ス
事

業
本
部
長
・
石
橋
憲
人
氏

を
お
招
き
し
「
Ｅ
コ
マ
ー

ス
企
業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
企
業
文
化
」
と
題
し
た

講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

個
人
に
加
え
、
法
人
や

個
人
事
業
主
を
対
象
に

世
界
で
Ｅ
コ
マ
ー
ス
を

展
開
す
るA

m
azon

。

Ｃ
Ｅ
Ｏ
ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス

が
創
業
す
る
際
に
描
い

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、

　

50
回
目
と
な
る
法
学
部
カ

フ
ェ
が
６
月
１
日
、
60
番
教
室

で
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は

「
バ
イ
ト
で
泣
か
な
い
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
入
門
」。
話
し
手

は
、
北
海
道
大
学
名
誉
教

授
で
日
本
ワ
ー
ク
ル
ー
ル

検
定
協
会
代
表
理
事
で
あ

る
道
幸
哲
也
氏
、
進
行
は

本
学
法
学
部
・
淺
野
高
宏

教
授
。

　

職
場
で
働
く
人
の
権
利

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
の
が
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
教
育
。
近
年
、
非
正
規

雇
用
の
問
題
や
長
時
間
労

働
、
過
労
死
、
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
な
ど
多
様
で
身
近
な

労
働
問
題
が
発
生
し
、ワ
ー

ク
ル
ー
ル
教
育
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

道
幸
氏
は
、「
具
体
的
な
ケ
ー

ス
を
前
提
と
し
、
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
問
題
が
生
じ
た
の
か
、
ど

　

第
51
回
法
学
部
カ
フ
ェ
は
６

月
29
日
、
32
番
教
室
で
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
と
国
土

利
用
法
制 

─
日
本
と
ド
イ
ツ
─
」

と
題
し
て
開
か
れ
た
。
話
し
手

は
、
専
修
大
学
法
学
部
・
髙
橋

寿
一
教
授
、
聞
き
手
は
、
本
学

法
学
部
・
大
滝
哲
祐
准
教
授
。

　

現
在
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
以
下
、
再
エ
ネ
）
普
及
状
況
は

日
本
が
15
％
、
ド
イ
ツ
が
30
％

と
か
な
り
の
開

き
が
あ
る
。
日

本
は
再
エ
ネ
設

備
の
立
地
規
制

が
ゆ
る
く
各
地
に
再
エ
ネ
設
備

が
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
住

民
と
の
摩
擦
が
生
じ
た
り
、
送
電

線
の
整
備
が
不
十
分
な
た
め
、
発

電
し
た
再
エ
ネ
を
買
い
取
っ
て

も
ら
う
ま
で
に
は
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
が
あ
る
。
一
方
、ド
イ
ツ
は
、

立
地
規
制
は
厳
し
い
が
、
一
旦

建
設
さ
れ
れ
ば
送
電
網
へ
の
接

続
や
給
電
、
買
取
り
な
ど
、
一

「
品
揃
え
」
を
増
や
し
て
顧
客
の

選
択
肢
を
増
や
し
「
顧
客
満
足

度
」
を
高
め
る
。
顧
客
満
足
度

が
高
ま
る
と
「
顧
客
数
」
が
増
え
、

A
m

azon

に
人
が
集

ま
り
「
売
り
手
」
の
数

も
増
え
る
。
こ
う
し
た

「
成
長
」
が
「
低
コ
ス

ト
構
造
」
や
「
低
価
格
」

で
の
商
品
販
売
に
つ
な

が
り
、
さ
ら
に
「
顧
客

満
足
度
」
が
高
ま
る
と

い
う
サ
イ
ク
ル
だ
。

　

そ
し
てA

m
azon

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
地

球
上
で
最
も
お
客
様

を
大
切
に
す
る
企
業
で
あ
る
こ

と
」。
そ
の
実
現
の
た
め
に
「
長

期
的
思
考
で
物
事
を
考
え
る
」
戦

略
は
、
創
業
か
ら
一
貫
し
て
変

わ
っ
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
実
現
に
重
要
な
こ
と
は
、
顧

客
志
向
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

促
す
た
め
の
社
内
の
仕
組
み
だ
。

う
い
う
利
害
が
対
立
し
て
い
る

か
な
ど
、
対
立
構
造
を
明
ら
か

に
し
て
議
論
す
る
こ
と
が
不
可

欠
」
と
説
明
。
権
利
実
現
の
た

め
に
は
「
法
に
関
す
る
知
識
と
、

自
分
の
労
働
条
件
や
就
業
規
則

な
ど
情
報
の
獲
得
、
さ
ら
に
対

立
を
恐
れ
ず
具
体
的
行
動
を
起

こ
す
資
質
が
必
要
」
と
話
し
た
。

　

第
２
部
は
淺
野
ゼ
ミ
生
４
人

が
加
わ
り
、
身
近
な
ア
ル
バ
イ

ト
を
め
ぐ
る
問
題
を
あ
げ
な
が

ら
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
活
用
に

つ
い
て
議
論
。
第
３
部
は
、
ク

イ
ズ
形
式
で
来
場
者
に
答
え
て

も
ら
い
な
が
ら
知
識
を
深
め
た
。

般
の
電
源
と
比
べ
て
有
利
な
扱

い
を
受
け
る
。
さ
ら
に
、
地
域

住
民
が
立
地
計

画
の
段
階
か
ら

建
設
、
運
営
に

多
様
な
形
で
積

極
的
に
参
画
し
て
い
る
と
い
う
。

　

日
本
は
２
０
１
８
年
７
月
の

閣
議
決
定
で
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
再
エ
ネ
の
電
源
構
成
比
率

を
22
～
24
％
と
い
う
目
標
を
掲

げ
て
い
る
が
、
髙
橋
教
授
は
「
再

エ
ネ
導
入
に
腰
が
引
け
て
い
る

印
象
だ
。
ド
イ
ツ
と
は
正
反
対

の
方
向
を
向
い
て
い
る
」
と
指

摘
し
た
。

例
と
し
て
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

プ
リ
ン
シ
プ
ル
」（
社
員
全
員
が

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
い
う
考
え

に
基
づ
い
た
行
動
指
針
）
を
あ

げ
、「
こ
れ
に
そ
っ
た
行
動
が
で

き
る
か
が
採
用
へ
の
判
断
に
も

な
る
」と
説
明
し
た
。
ま
た
、ジ
ェ

フ
・
ベ
ゾ
ス
が
「A

m
azon

は

世
界
一
失
敗
す
る
企
業
で
あ
る
」

と
言
っ
た
よ
う
に
、
失
敗
と
発

明
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い

も
の
。
失
敗
か
ら
学
び
、
次
に

つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
考
え
方

を
大
事
に
し
て
い
る
。

　

最
後
に
石
橋
氏
は
、
次
の
言

葉
を
紹
介
し
た
。「"Still Day 

O
ne"

（
ま
だ
一
日
目
。
我
々

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
初
心
忘

る
べ
か
ら
ず
）。
こ
の
精
神
が
社

内
に
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
」。

　

石
橋
氏
は
「
企
業
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
そ
の
企
業
を
体
現
す
る
も

の
」
だ
と
い
い
、
就
職
活
動
の
際

に
は
必
ず
確
認
す
る
よ
う
学
生
に

語
り
か
け
た
。

　

毎
年
恒
例
の
ド
イ
ツ
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
、
中
国
語
、
ロ
シ
ア
語
、

韓
国
・
朝
鮮
語
の
５
種
類
の
言

語
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
文
化

等
に
つ
い
て
学
ぶ
市
民
公
開
講

座
「
世
界
の
言
語
と
文
化
の
モ

ザ
イ
ク
を
眺
め
る
」
が
、
５
月

11
日
か
ら
５
回
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
た
。
各
講
師
の
研
究
成
果

を
盛
り
込
ん
だ
受
講
内
容
は
毎

回
好
評
で
、
参
加
者
は
今
年
も

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

世
界
の
言
語
と
文
化
の

モ
ザ
イ
ク
を
眺
め
る

 

教
務
セ
ン
タ
ー 

市
民
公
開
講
座

経済学部・宮島良明教授

経済学部・越後修教授

経済学部・大屋定晴教授

韓国・朝鮮文化について講演する
経済学部・辻弘範教授

新
時
代
の
地
域
創
生

　

    

デ
ー
タ
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

　

    

地
域
政
策
形
成
に
向
け
て

 

日
本
と
ド
イ
ツ
の

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

 

法
学
部
講
演
会

 

第
50
回
・
第
51
回 

法
学
部
カ
フ
ェ

Ｅコマース企業の
ミッションと企業文化

バイトで泣かないワークルール入門

Amazonビジネス事業本部長・石橋憲人氏

北海道大学名誉教授・日本ワークルール検
定協会代表理事の道幸哲也氏（左）と法学部・
淺野高宏教授

専修大学法学部・髙橋寿一教授（左）と
法学部・大滝哲祐准教授
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教
職
課
程
で
は
、
学
校
教
員

に
な
る
た
め
の
免
許
状
（
教
育

職
員
免
許
状
）
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
各
学
部
・
学

科
で
取
得
で
き
る
免
許
状
の
種

類
は
下
表
の
通
り
で
す
。
公
立

学
校
の
正
規
の
教
員
に
な
る
た

め
に
は
、
全
国
各
都
道
府
県
、
政

令
指
定
都
市
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施

す
る
「
教
員
採
用
候
補
者
選
考

検
査
」
に
合
格
し
採
用
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
試
験

を
見
事
に
突
破
し
た
本
学
出
身

の
先
輩
教
員
は
多
数
に
の
ぼ
り
、

道
内
を
は
じ
め
と
す
る
中
学
校
・

高
校
を
中
心
に
広
く
活
躍
し
て

い
ま
す
。

学
内
外
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
実
践
力

　

本
学
で
は
、
全
学
共
通
の
一
般

教
育
で
豊
か
な
教
養
と
、
学
部

教
育
で
確
か
な
専
門
性
を
身
に

つ
け
な
が
ら
教
職
課
程
を
履
修

し
、
教
職
へ
の
理
解
を
深
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
教
育
実
習
の
場

で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
実

　

図
書
館
学
課
程
で
は
、
図
書

館
の
専
門
的
事
務
に
従
事
す
る

「
司
書
」
の
資
格
と
、
学
校
図
書

館
の
専
門
的
職
務
を
担
う
「
司

書
教
諭
」
の
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
司
書
」
は
、
所
定
の
科
目
と

単
位
を
修
得
す
る
と
、
卒
業
と
同

時
に
資
格
（
修
了
証
書
）
が
与

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
外
の

一
般
社
会
人
も
科
目
等
履
修
生

と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
、
地

域
に
開
か
れ
た
コ
ー
ス
と
な
っ

践
的
な
指
導
力
の
育
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
学

習
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

①
教
育
実
習
と
は
別
に
、
高

校
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

実
施
。
少
人
数
の
高
校
生
を
対

象
に
、
夏
休
み
・
冬
休
み
を
利

用
し
て
、
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

②
札
幌
市
内
ま
た
は
北
海
道

内
各
地
区
の
小
・
中
学
校
へ
本

学
学
生
を
派
遣
す
る
「
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
実
施
。
学
習

補
助
や
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行
事

に
参
加
す
る
こ
と
で
実
践
的
な

体
験
を
積
み
、
教
職
へ
の
意
欲

を
高
め
ま
す
。

先
輩
と
後
輩
の
交
流
の
場
で

教
員
の
資
質
を
磨
く

　

本
学
教
職
課
程
で
は
毎
年
、
教

職
準
備
研
修
会
・
教
職
課
程
研

究
会
・
学
校
視
察
研
修
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
教
育
実
習
を

終
え
た
４
年
生
や
先
生
に
な
っ

た
卒
業
生
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
聞
い
た
り
、
相
互
交
流
を

す
る
な
ど
、
教
員
と
し
て
の
資
質

を
磨
く
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
員
を
め
ざ
す
学
生
へ

学
内
外
で
様
々
な
経
験
を

　

教
育
現
場
で
は
、
何
よ
り
も
子

ど
も
が
好
き
で
、
人
間
関
係
を

う
ま
く
形
成
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
人
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

教
員
を
め
ざ
す
学
生
は
、
机
上

の
勉
強
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ク

ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

多
様
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
大

事
で
す
。
本
学
の
教
職
サ
ー
ク

ル
紅
葉
（
未
公
認
）
で
は
、
自

主
的
な
研
究
と
模
擬
授
業
や
交

流
会
の
実
施
に
よ
り
、
そ
の
実

践
力
の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　
「
司
書
教
諭
」
は
、
所
定
の
科

目
と
単
位
を
修
得
し
、
教
育
職

員
免
許
状
を
授
与
さ
れ
た
卒
業

生
が
所
定
の
手
続
き
を
経
て
、

卒
業
し
た
一
年
後
に
資
格
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

す
べ
て
の
学
問
の
集
大
成
と

生
涯
学
習
の
た
め
に

　

図
書
館
学
は
、
す
べ
て
の
学

問
の
集
大
成
を
対
象
と
す
る
も

の
で
す
。
生
涯
学
ん
で
い
く
方

法
論
や
、
図
書
館
の
効
果
的
な

利
用
方
法
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の

資
料
調
査
法
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
現
実
的
に「
司
書
」

「
司
書
教
諭
」
と
し
て
の
就
職
は

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
図
書
館

学
で
学
ん
だ
資
料
や
情
報
検
索

の
知
識
を
情
報
活
用
能
力
に
変

え
、
将
来
の
仕
事
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

道内の中学・高校を中心に多数の教員を送り出しています

情報活用能力を高め、将来に活かそう

子どもたちの成長に携われる仕事。
たくさんの経験が後に活きてきます。

将来は子どもたちに、本の大切さや
言葉の大切さを教えていきたい。

　中学2年の国語の授業がすごく楽しくて、自分もそ

の時のような先生になりたいと教師をめざしました。

　今年4月に教師となり、1年生のクラス担任と陸上部

の顧問を受け持っています。この仕事の魅力は、子ど

もたちの成長に携われること。5年後10年後を見据え、

生徒の成長に合わせてサポートし、自分自身も成長し

ていきたいと考えています。

　大学での一番の思い出は、やはり教職のゼミです。

毎週一人ずつ自分の教育観を発表して、熱く議論しま

した。時間を延長することもしばしば。いろいろな価

値観があり、いつも刺激を受けていました。また、ボ

ランティアサークルの P コネクションに入って活動し

たり、塾講師のアルバイトなどで忙しい毎日でした。

　学生時代にいろいろな経験をして引き出しをたくさ

ん持つと、教師になってから活きてくると思います。

　小学生の頃から本が好きで、いつも図書室で本を読

んでいました。図書館の落ち着いた雰囲気が好きで、

本のことをもっと知りたいと思い、図書館学課程を履

修しました。特に興味深かったのは、図書館の経営や

運営について学んだこと。また、図書館のネットワー

クや、図書館を公民館としてとらえる視点など、毎回

いろんな知識を得ることができ、新たな視点で図書館

を見られるようになりました。

　将来は国語の教師をめざしており、子どもた

ちに本は身近なものであるということや、言

葉の大切さを教えていきたいと思っています。

そのためにも本を読むことは大切。語彙力もつ

くし、考えも広がる。図書館課程での学びを将来に活

かしていくのが楽しみです。本が好き、本に興味があ

る人は、ぜひ図書館学課程をオススメします。後
ご

藤
と う

 みむ
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人文学部
日本文化学科 3 年 
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札幌市立東月寒中学校
教諭（国語）

人文学部日本文化学科
平成30年度卒・23期生 

教職課程

図書館学課程

※受講料が別途必要。

資格を取得するための所要条件
基礎資格

10単位以上修得単位数
全学部学科（1部・2部）取得可能な学部学科

学士の学位を有すること
教職免許状を有すること司

書
教
諭

基礎資格

所定の必修・選択を含め24単位以上修得単位数

全学部学科（1部・2部）取得可能な学部学科

学士の学位を有すること
司
　書

教育職員免許状の種類と教科

教育職員免許状を取得するための要件

学　部

経済 1･2 部

経営　1 部

法　1･2 部

人文 1･2 部

工

経営　2 部

経　　済 社会 地理歴史･公民･商業
地域経済 社会 地理歴史･公民
経　　営 社会 公民･商業
経営情報 ーー 商業･情報
経　　営 社会 商業･情報
法　　律 社会 地理歴史･公民
政　　治 社会 地理歴史･公民
日本文化 国語 国語･地理歴史
英米文化 英語 英語･地理歴史
社会環境工 数学 数学･工業
建　　築 数学 数学･工業
電子情報工 数学 数学･情報
生 命 工 理科 理科

学　科 中学校教諭
1種免許状

高等学校教諭
1種免許状

大
　
　
　学

研究 科
経 済 学
経 営 学

法　　学

文　　学

工　　学

経済政策 社会 地理歴史･公民･商業
経 営 学 ーー 商業
法 律 学 社会 公民
政 治 学 社会 公民
日本文化 国語 国語･地理歴史
英米文化 英語 英語･地理歴史
建設工学 ーー

60 名
82 名
75 名
59 名
44 名

56 名
27 名

臨時採用正規採用年度

22 名
21 名
25 名

2018（H30）年度
2017（H29）年度
2016（H28）年度
2015（H27）年度
2014（H26）年度

工業

専　攻 中学校教諭
専修免許状

高等学校教諭
専修免許状

大
　学
　院

1 学士の学位を有すること
2 教科に関する科目20単位以上を修得すること
3 教育の基礎的理解に関する科目等と大学が独

自に設立する科目のうち教育の基礎的理解に
関する科目等に準ずる科目から41単位以上を
修得すること

4 教育職員免許法施行規則第66条の6に定める、
日本国憲法、体育、外国語コミュニケーショ
ン、情報機器の操作について最低 2 単位以上
を修得すること

中学校教諭一種免許状・高等学校一種免許状

教員就職者数（本学関係分、過去 5 年間）

※本学教職課程履修者の過去 5年間の教員就職者数
　（自己申告に基づく）。卒業生含む。

1 修士の学位を有すること
2 基礎となる同じ教科の一種免許状取得の所要

資格を有していること
3 大学が独自に設定する科目24単位以上を修得

すること

中学校教諭専修免許状・高等学校専修免許状

※受講料が別途必要。

大学だから取れる資格に
チャレンジしよう!

北海学園大学には、中学・高校の教員、図書館の司書・司書教諭、社会教育主事、
学芸員、日本語教員になるための課程が設けられています。どれも専門性が
高く、やりがいのある仕事。多くの先輩たちが道内外や世界で活躍しています。

教職課程 図書館学課程 社会教育主事課程 学芸員課程 日本語教員養成課程

一
般
教
養
と

学
部
の
専
門
教
育
と

教
職
課
程

総
合
大
学

な
ら
で
は
の
教
育
で

教
職
へ
と
導
き
ま
す
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学芸員の知識を応用し活躍の場を広げよう

高
度
な
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け

博
物
館
施
設
で
実
践
経
験

　

博
物
館
法
で
は
第
４
条
で
、「
博
物

館
に
、
専
門
的
職
員
と
し
て
学
芸
員

を
置
く
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
学
芸
員
と
は
、
博
物
館
や
美
術

館
、
動
物
園
、
水
族
館
、
科
学
館
な

ど
の
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
、
資

料
の
収
集
・
保
管
・
展
示
の
ほ
か
、

博
物
館
資
料
に
関
す
る
専
門
的
、
技

術
的
な
調
査
研
究
を
担
当
す
る
職
員

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

就
職
は
、
博
物
館
な
ど
の
施
設
の

ほ
か
、
市
町
村
で
文
化
財
保

護
主
事
の
発
令
を
受
け
文
化

財
行
政
の
一
翼
を
担
う
仕
事

な
ど
、
活
躍
の
場
は
次
第
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

学
芸
員
は
、
あ
る
種
の
分

野
に
お
い
て
専
門
的
業
績
を

あ
げ
る
だ
け
の
能
力
を
も
ち
、

か
つ
、
他
の
分
野
に
お
い
て

も
収
集
・
保
管
・
展
示
・
普

及
な
ど
に
つ
い
て
広
い
知
識

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
普

及
活
動
を
行
う
以
外
に
も
、
高
度
な

専
門
的
能
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

資
格
は
、
所
定
の
単
位
を
修
得
す

る
と
「
学
芸
員
課
程
修
了
証
書
」
が

交
付
さ
れ
て
国
家
試
験
を
免
除
さ
れ
、

卒
業
と
同
時
に
取
得
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
個
々
人
の
専
門
知
識
や
実

務
経
験
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
休

日
な
ど
を
利
用
し
て
、
道
内
の
博
物

館
等
施
設
で
の
実
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

本当にやりたかった学芸員の仕事。
歴史のおもしろさを伝えて行きたい。

　念願かなって学芸員の職に就き１年半が経ちました。

大好きな歴史を担当し、とても楽しい毎日です。

　ここはエコミュージアムセンターという新しいタイ

プの博物館で、まちの史跡や建造物、産業遺産、豊か

な自然などを「遺産」ととらえ、現地で保存・展示す

るというもの。「まち全体が博物館」という考え方です。

私は、地域遺産発見バスツアーの企画も行っており、

今年は酪農をテーマに実施しました。

　学芸員課程で印象的だった授業は「博物館実習」です。

5、6人のグループで、21 世紀に必要な博物館を考えて

発表しました。みんなで話し合い、考えをどんどん広

げていった経験が、今の仕事に役立っています。

　今後は企画展などを通して、歴史の楽しさ、おもし

ろさを子どもたちに伝えていきたいと思っています。

今年の冬には、北広島市の学校展をやる予定で、年代

を超えて楽しめる展示を考え中です。

「自治体社会教育」の要となる専門職です

OB 
Interview

OG
 Interview

OG
 Interview

日本語教師として活躍の場をよりグローバルに

社
会
教
育
に
つ
い
て
専
門
的
・

技
術
的
な
助
言
と
指
導

　

社
会
教
育
主
事
は
、
都
道
府
県
お

よ
び
市
町
村
の
教
育
委
員
会
事
務
局

に
必
ず
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い「
専

門
的
教
育
職
員
」
で
す
。
社
会
教
育
主

事
の
具
体
的
な
仕
事
は
、
地
域
社
会

教
育
計
画
の
総
合
的
な
立
案
、
学
習

課
題
の
設
定
、
学
習
内
容
編
成
、
社

会
教
育
を
行
う
職
員
や
実
践
活
動
者

へ
の
助
言
と
指
導
、
関
係
団
体
へ
の

支
援
と
育
成
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
、
体
育
施
設
、
青

少
年
施
設
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

い
っ
た
社
会
教
育
施
設
に
配
置
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
活
動
は
広
範

囲
に
及
び
ま
す
。

　

実
際
に
社
会
教
育
主
事
と
な
る
た

め
に
は
、
自
治
体
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
担
う
自
治
体
職

員
を
め
ざ
す
人
に
と
っ
て
も
、
社
会

教
育
主
事
課
程
で
学
ぶ
こ
と
は
有
意

義
な
資
格
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

す
で
に
多
く
の
先
輩
が
、
自
治
体

の
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
よ
り「
社
会
教
育
士
」の

称
号
が
得
ら
れ
ま
す

　

文
部
科
学
省
令
の
改
正
に
よ
り
、

来
年
２
０
２
０
年
度
か
ら
新
た
な
社

会
教
育
主
事
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
所
定
の
単
位
を

修
得
す
る
と
、
卒
業
時
に
修
了
証
書

が
交
付
さ
れ
、
汎
用
的
称
号
と
し
て

「
社
会
教
育
士
」
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

ア
ジ
ア
で
日
本
語
学
習
者
増
加

多
く
の
卒
業
生
が
海
外
で
活
躍

　

近
年
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
活
躍
す

る
日
本
語
教
師
が
増
え
て
い
ま
す
。

中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
ベ

ト
ナ
ム
、
タ
イ
な
ど
ア
ジ
ア
の
国
々

で
は
、
日
本
語
学
習
者
が
増
え
て
お

り
、
現
地
で
指
導
で
き
る
日
本
語
教

師
の
需
要
が
あ
り
ま
す
。
本
学
卒
業

生
の
中
に
も
、
海
外
で
活
躍
し
て
い

る
人
が
多
く
い
ま
す
。

　

日
本
語
教
員
の
免
許
、
資
格
は
公

的
な
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る

も
の
で
は
な
く
、
資
格
の
認
定
は
日

本
語
教
員
養
成
課
程
を
も
つ
教
育
機

関
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

言
語
と
幅
広
い
知
識
を
修
得

国
内
外
で
日
本
語
教
育
実
習

　

本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
人

文
学
部
の
開
講
科
目
を
中
心
に「
社

会
・
文
化
・
地
域
」「
言
語
と
社
会
」

「
言
語
と
心
理
」「
言
語
と
教
育
」「
言

語
」
の
領
域
に
分
か
れ
て
構
成
さ
れ
、

言
語
だ
け
で
な
く
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
国
際
事
情
な
ど

の
知
識
も
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
日
本
語
教
育
特
別
演
習
」

で
は
、
海
外
ま
た
は
国
内
で
実
践
的

に
学
び
ま
す
。
海
外
は
協
定
校
の
韓

国
・
大
田
大
学
校
、
国
内
は
市
内
の

日
本
語
教
室
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

日本語教員として国内外で
様々な経験を積み、将来は研究の道へ。

社会教育主事の仕事は、人づくり、
つながりづくり、地域づくり。

　奥尻島出身の私は、地域のために何かできないかと

いう気持ちが強く、社会教育主事課程を履修したのも、

「地域づくり」というキーワードがあったからです。

　中札内村に就職したその月から担当したのが「ポロ

シリ大学（高齢者大学）」という生涯学習の推進でした。

何も知らない新人の私を、村の高齢者の方々は温かく

見守り、育ててくれました。今では私の成長を「私た

ちのおかげだ」と笑い話にするほどの関係です。

　社会教育主事の仕事の基本は、人づ

くり、つながりづくり、地域づくりです。

この村に来て10 年。“人の顔”が見える

この村で、人と関わり、自分らしく仕事

をしてきました。これまでの経験を活か

し、これからも地域や村民の“つながり”

づくりをサポートし、地域課題に取り組ん

でいきたいと思っています。

　大学を卒業してから今に至るまで、米国で 1 年間と

カナダ・レスブリッジ大学で約 10 カ月間のインター

ンシップ、さらに大学院修了後は中国山東省の済南大

学で 1 年間働くなど、日本語教員として様々な経験を

積んできました。現在は北海道大学留学生セ

ンターの非常勤講師として、留学生たちに日

本語を教えています。

　めざすきっかけとなったのは、学部時代に

入っていた日本語教育の中川かず子ゼミ。10

人中半数が留学生で、彼らが勉強してきた日

本語で仲良くなれたことから、このような役に立

つ日本語がある、そして、言葉を教えるのってお

もしろいなと思ったからです。日本語教員のやりがい

は大きく、日本語の再発見もあり、自分自身の勉強に

もなります。今後は博士課程に進み、現場でももっと

経験を積んで日本語教育の研究者をめざします。

※受講料が別途必要。但し、人文学部生は免除。

資格を取得するための所要条件
基礎資格

所定の必修・選択を含め32単位以上修得単位数

全学部全学科（1部・2部）取得可能な学部学科

学士の学位を有すること

明
あ け

上
が み

 幸
こ う

太
た

中札内村教育委員会
社会教育主事

経済学部経済学科
平成21年度卒・57期生 

古
ふる

田
た

 くるみ

北広島市教育委員会教育部
エコミュージアムセンター
知新の駅　学芸員

人文学部日本文化学科
平成 27 年度卒 ・20期生

守
もり

岡
おか

 みのり

北海学園大学大学院
文学研究科研究生

大学院文学研究科
平成30年度修了 

「北広島市エコミュージアムセンター知新の駅」施設内
にある常設展示。古田さんが担当している郷土史（写真）
のほかに自然史コーナーがあり、年に 2 回、企画展も
開催している。（提供  北広島市教育委員会）

中札内村のポロシリ大学
（高齢者大学）の様子

社会教育主事課程の合宿研修（沼田町）
の様子

日本語研修で日本旅行について
発表する留学生

学生交換事業で来日し
たレスブリッジ大学の
学生が茶道体験

（前列右端が守岡さん）

学芸員課程

社会教育主事課程

日本語教員養成課程

※受講料が別途必要。

資格を取得するための所要条件
基礎資格

所定の必修・選択を含め26単位以上修得単位数

全学部全学科（1部学生のみ）取得可能な学部学科

学士の学位を有すること

※受講料が別途必要。

資格を取得するための所要条件
基礎資格

所定の19単位以上修得単位数

全学部全学科（1部学生のみ）取得可能な学部学科

学士の学位を有すること
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今
回
、
参
院
の
３
分
の
２
を

改
憲
勢
力
で
確
保
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
、
改
正
発
議
の
た
め

に
は
野
党
の
一
部
を
巻
き
込
む

こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
れ

で
な
く
て
も
、
国
民
投
票
で
賛

成
多
数
を
得
な
け
れ
ば
元
も
子

も
な
い
の
で
、
野
党

も
含
め
て
な
る
べ

く
幅
広
い
合
意
を

得
た
う
え
で
発
議
に

至
る
方
が
安
全
で
あ
る
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
は
右
派

ほ
ど
に
は
改
憲
の
必
要
性
を
感

じ
て
お
ら
ず
、
左
派
ほ
ど
に
は

改
憲
に
危
機
感
を
覚
え
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
中
道
の
有
権
者

を
ど
う
巻
き
込
む
か
が
ポ
イ
ン

要
性
や
重
要
性
を
説
明
し
た
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
人
間
関

係
に
弱
い
と
言
わ
れ
て
い
る
点

に
つ
い
て
、
そ
の
要
因
の
一
つ

に
「
い
と
こ
」
や
地
域
子
ど
も
会

な
ど
〝
斜
め
の
関
係
〟
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
た
。
家
庭

や
学
校
の
先
生
と
の〝
縦
の
関
係
〟

や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
〝
横
の

　1999年度に発足した本学の社会教育主事課程が今年20周年を迎え、7月14日、
D20番教室で20周年記念フォーラムが開催された。前半は中央教育審議会委員・
同生涯学習分科会長の明石要一先生による「『社会教育士』と大学での養成への期
待」と題した基調講演、後半は社会教育主事として活躍する卒業生 4 人によるパネ
ルディスカッションが行われ、本課程のあり方を再確認し、新たな方向性を探った。

　

第
25
回
参
院
選
は
、
７
月
21

日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、
自
民
・

公
明
両
党
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。

両
党
に
維
新
を
加
え
た
い
わ
ゆ

る
「
改
憲
勢
力
」
で
の
３
分
の

２
の
議
席
は
確
保
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
再
来
年
10
月
に
任

期
切
れ
を
迎
え
る
衆
院
の
解
散

を
睨
み
つ
つ
、
安
倍
政
権
が
レ

ガ
シ
ー
（
遺
産
）
と
し
て
の
憲

法
改
正
に
い
か
に
し
て
踏
み
出

す
か
、
注
目
が
集
ま
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
社
会
教
育
主
事

課
程
修
了
者
は
２
０
０
人
を
超

え
、
現
在
、
社
会
教
育
主
事
の
発

令
を
受
け
て
自
治
体
で
活
躍
し

て
い
る
卒
業
生
は
15
人
と
年
々

増
加
し
て
い
る
。
来
年
度
か
ら

新
た
に
社
会
教
育
主
事
養
成
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
修

了
者
に
は
汎
用
的
称
号
と
し
て

「
社
会
教
育
士
」
が
授
与
さ
れ
る
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
社
会
教
育
主

事
課
程
委
員
会
委
員
長
・
内
田

和
浩
経
済
学
部
教
授
は
「
本
課

程
へ
の
期
待
が
さ
ら
に
高
ま
り
、

卒
業
生
の
活
躍
の
場
も
広
が
っ

て
い
く
だ
ろ
う
」
と
話
し
た
。

▼
▲　

▼
▲　

▼
▲

　

基
調
講
演
で
明
石
先
生
は
、
時

代
の
変
遷
と
子
ど
も
の
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
様
々
な
事
例
を

示
し
な
が
ら
、
社
会
教
育
の
必

ト
に
な
る
。

　

実
は
こ
の
構
図
は
、
政
権
獲

得
を
め
ぐ
る
政
党
間
競
争
の
姿

と
も
一
致
す
る
。
有
権
者
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
あ
る
中
道

を
、
安
倍
政
権
は
競
争
相
手
の

不
在
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
（
の
成

果
と
さ
れ
る
も
の
）
に
よ
り
一

貫
し
て
押
さ
え
、
国
政
選
挙
に
６

連
勝
を
飾
っ
た
。
２
０
１
７
年

以
降
は
、
リ
ベ
ラ
ル
寄
り
の
立

憲
民
主
党
が
、
ま
ず
は
自
身
の

支
持
層
を
固
め
る
戦
略
に
出
た

こ
と
で
、
中
道
の
有
権
者
は
棄

権
す
る
か
自
民
党
を
消
極
的
に

支
持
す
る
か
の
選
択
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
今
般
の
参
院

選
の
投
票
率
が
２
番
目
に
低
い

関
係
〟
以
外
に
、
か
つ
て
は
〝
斜

め
の
関
係
〟
か
ら
様
々
な
こ
と
を

学
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、「
こ
れ

か
ら
は
、
親
戚
以
外
で
〝
斜
め

の
関
係
〟
と
な
る
集
団
を
ど
う
つ

く
る
か
が
地
域
の
大
き
な
課
題
」

と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
と
学
校
教
育

と
の
違
い
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
解
説
。
社
会
教
育

主
事
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
、「（
事
業

の
予
算
獲
得
や
運

営
の
た
め
に
も
）
経

営
感
覚
を
磨
く
こ

と
。
さ
ら
に
、
健
康

寿
命
を
延
ば
し
『
長

生
き
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
』
が
大
事
」

と
話
し
た
。

▼
▲　

▼
▲　

▼
▲

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
大
学
時

水
準
に
と
ど
ま
っ
た
の
も
、
単

に
争
点
が
見
え
な
か
っ
た
こ
と

だ
け
が
理
由
で
は
な
い
。

　

中
道
の
有
権
者
か
ら
の
、
消

極
的
な
も
の
も
含
め
た
支
持
調

達
に
つ
い
て
は
安
倍
政
権
に
一

日
の
長
が
あ
る
。
野
党
は
、
こ

の
層
の
有
権
者
を
ど
う
自
ら
に

引
き
付
け
る
か
に
踏
み
出
さ
な

い
限
り
、
改
憲
論
議
で
も
後
手

を
踏
む
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

生
活
の
不
安
に
手
厚
い
保
障
を

謳
っ
て
も
、
経
済
財
政
運
営
上

そ
れ
が
可
能
な
の
か
と
い
う
別

の
不
安
が
拭
え
な
い
の
で
、
中

道
の
有
権
者
に
は
十
分
に
響
か

な
い
。
改
憲
と
政
局
が
結
び
付

い
て
衆
院
解
散
を
誘
発
す
る
展

開
も
考
え
ら
れ
る
だ
け
に
、
中

道
を
引
き
付
け
る
経
済
財
政
政

策
を
伴
う
政
権
構
想
の
構
築
が

野
党
喫
緊
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

法
学
部
教
授山

や
ま
も
と本 

健け
ん

太た

郎ろ
う

社会教育主事課程 20周年記念フォーラム

　

第
21
回
人
文
学
の
挑
戦
「
英

語
か
ら
英
語
文
学
へ 

英
語
で
小

説
を
味
読
す
る
た
め
に
」
が
７

月
28
日
、 

紀
伊
國
屋
書
店
札
幌

本
店
で
行
わ
れ

た
。
講
師
は
、
東

京
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
・
斎

藤
兆
史
教
授
、
本

学
人
文
学
部
・
森

川
慎
也
准
教
授
。

　

本
講
演
の
目
的

は
高
校
生
・
大
学

生
・
社
会
人
を
対

象
に
、
英
語
学
習

の
延
長
と
し
て
、

英
語
で
文
学
を
読

む
こ
と
を
推
奨
す

る
と
い
う
も
の
。

は
じ
め
に
森
川
准
教
授
が
英
語

で
読
み
始
め
る
の
に
適
し
た
洋

書
や
指
南
書
を
紹
介
し
た
。

　

次
に
、『
英
語
達
人
列
伝
』
や

『
英
語
の
作
法
』
の
著
者
で
あ
る

斎
藤
教
授
が
、
原
書
で
文
学
を

読
む
た
め
の
独
習
法
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
第
１
回
大
学
院
進

学
説
明
会
が
７
月
６
日
、
本
学

６
号
館
校
舎
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
学
に
は
経
済
学
・
経
営
学
・

法
学
・
文
学
・
工
学
の
５
研
究

科
す
べ
て
に
修
士
・
博
士
（
後
期
）

課
程
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
多

く
の
大
学
で
大
学
院
を
設
置
し

て
い
る
な
か
、
博
士
（
後
期
）
課

程
を
全
研
究
科
で
設
置
し
て
い

る
大
学
は
、
非
常
に
限
ら
れ
て

い
る
。

　

全
体
説
明
と
し
て
奨
学
金
制

度
の
説
明
を
行
っ
た
後
、
各
研

究
科
の
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

入
学
試
験
（
一
般
受
験
・
社
会

人
特
別
受
験
）
制
度
や
入
学
後

の
学
修
・
研
究
環
境
な
ど
履
修

全
般
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
学

講
演
。「
こ
ま
め
に
辞
書
を
引
き
、

細
部
の
意
味
を
確
認
し
な
が
ら

読
む
こ
と
。
そ
し
て
多
読
す
る

こ
と
」
を
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
「
文
法
の
勉
強
は
大

事
。
最
初
は
つ
ら
い
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
勉
強
を
続
け
て
い

る
と
、
ス
ッ
と
わ
か
る
瞬
間
が

く
る
。
読
め
る
原
書
が
増
え
て

い
く
と
英
語
力
が
向
上
し
、
さ

ら
に
英
文
学
を
読
む
こ
と
が
楽

し
く
な
る
」
と
話
し
た
。
ま
た
、

森
川
准
教
授
は
「
登
場
人
物
の
セ

リ
フ
を
抑
揚
を
つ
け
て
読
む
の

も
（
英
語
で
小
説
を
読
む
）
醍

醐
味
の
一
つ
。
ぜ
ひ
実
践
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

院
生
の
就
職
情
報
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　

来
春
の
卒
業
予
定
者
や
社
会

人
も
多
数
参
加
し
、
熱
心
に
質

問
す
る
な
ど
、
本
学
大
学
院
へ

の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

 

第
21
回 

人
文
学
の
挑
戦

  

令
和
元
年
度 

東京大学大学院教育学研究科・斎藤兆史教授
（右）と本学人文学部・森川慎也准教授

全体説明会の様子

英語から英語文学へ
英語で小説を味読するために

中
道
を
め
ぐ
る
争
い

大
学
院
進
学
説
明
会

　

７
月
26
日
、
工
学
部
３
号
館

セ
ミ
ナ
ー
室
に
お
い
て
、
学
内

関
係
教
職
員
、
学
生
が
参
加
し

て
、
生
命
工
学
科
の
実
験
・
実

習
に
供
さ
れ
た
実
験
生
物
に
対

す
る
感
謝
と
追
悼
の
意
を
表
す

会
が
行
わ
れ
た
。
安
酸
学
長
が
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
あ
と
、
参

加
者
に
よ
る
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、

実
験
生
物
の
冥
福
を
祈
る
と
供

に
、
研
究
・
教
育
の
発
展
が
動

植
物
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
改

め
て
研
究
・
教
育
に
従
事
す
る

こ
と
を
誓
っ
た
。

黙祷を捧げ研究・教育への従事を誓った

実
験
生
物
に

感
謝
す
る
日

進
学
へ
の
関
心
高
く

熱
心
に
情
報
収
集

山
川 

真
一

豊
平
校
舎
３
号
館
３
階
展
示

１
９
９
９
年
度
道
展
出
品（
油
彩
100
号
）

豊
陵
会
寄
贈
絵
画
9

『
岬
』

《プロフィール》1952 年空知群栗沢町生まれ。札幌美術学園講師・朝
日カルチャーセンター講師・拓北絵画教室主宰。北海道美術協会（道
展）会員、1977 年・1979 年道展佳作賞、1986 年道展会友賞、1996 年・
2000 年北の大地ビエンナーレ佳作（賞候補）。'95、'96、'97、'99、'01、
'03、'05 年個展・NHK ギャラリー・大同ギャラリー・大丸藤井セントラ
ルスカイホール、'01年 ｢山川真一展｣（ギャラリーどらーる企画）など。

第 2 回
大学院進学説明会
12 月７日（土）
午後1時〜

豊平校舎６号館校舎

10/12 14:00－16:00（予定）
図書館棟4階アクティブ・エリア

■ 募集対象：学部生 ※大学院生、研究生、科目等履修生は除く

■ 申込期間： 7月26日（金）～ 9月30日（月）

■ 問合せ先：学生部 011-841-1161（内線 2235）

・優勝者 図書カード 10,000 円分
・決勝戦進出者 図書カード　3,000 円分
・参加者 図書カード　1,000 円分
 〈司会者 図書カード　2,000 円分〉

十月祭  第 1 日目

賞　品

■ 募集人数：発表者15名程度、司会者3名
    （定員になり次第締切）  

■ 申込方法：申込はメール でご応募ください
 bibl io@hgu.jp

参加者
募集

令和元年度

第 3回

北 海 学 園 大 学

土

ビブリオバトル
公式WEBサイト  

⇒

ビブリオバトル

パネルディスカッションのパネラーとして登壇した社会教育主事
として活躍する卒業生。左から、浦河町教育委員会・武田颯太郎
氏（2017年卒）、沼田町教育委員会・和田章人氏（2015年卒）、訓
子府町教育委員会・柴田泰葉氏（2012年卒）、中札内村教育委員会・
明上幸太氏（2010年卒）、内田和浩経済学部教授

中央教育審議会委員・同生涯
学習分科会長の明石要一先生

「
社
会
教
育
士
」へ
の
期
待

代
を
振
り
返
り
、
中
札
内
村
の
明

上
幸
太
氏
は
「〝
自
分
も
学
習
者

で
あ
れ
〟
と
い
う
こ
と
を
教
わ
っ

た
。
い
ろ
ん
な
人
と
つ
な
が
っ

て
多
く
を
学
び
、
そ
れ
を
仕
事

に
活
か
し
て
い
る
」、
訓
子
府
町

の
柴
田
泰
葉
氏
は
「
こ
の
仕
事

は
人
と
の
関
わ
り
が
一
番
大
事
。

そ
れ
は
大
学
の
演
習
や
合
宿
研

修
等
で
学
ん
だ
」、
沼
田
町
の
和

田
章
人
氏
は
「
在
学
中
に
社
会

教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
先
輩
た

ち
か
ら
話
を
聞
い
た
時
、
仕
事

は
大
変
だ
が
、
み
ん
な
声
を
そ

ろ
え
て
『
だ
か
ら
社
会
教
育
は

辞
め
ら
れ
な
い
』
と
言
っ
て
い

た
の
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

そ
の
時
に
自
分
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
学
生
た
ち
に
向
け
て
浦

河
町
の　
　
　
　
　
　

は
「
社

会
教
育
主
事
課
程
で
養
わ
れ
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
や
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、
ど
こ

に
い
っ
て
も
活
用
で
き
る
。
ぜ

ひ
こ
の
課
程
を
履
修
し
、
頑
張
っ

て
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　

人
文
学
部
は
６
月
27
日
、
Ｂ

31
番
教
室
で
本
学
法
学
部
Ｏ
Ｂ

で
中
川
町
総
務
課
企
画
財
政
室

の
高
橋
直
樹
氏
を
お
招
き
し
、

「
道
北
中
川
町
１
５
０
０
人
の

未
来
〜
雑
誌
「
ス
ロ
ウ
」
の

世
界
が
広
が
る
中
川
町
の
森

林
〜
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
催
し
た
。

　

中
川
町
は
面
積
の
87
％
が

森
林
。
人
口
も
減
少
し
て
い

る
。
地
方
創
生
を
担
当
す
る

高
橋
氏
は
「
公
共
事
業
に
依

存
す
る
の
で
は
な
く
、
自
力

で
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
」

と
、
森
や
木
を
活
か
し
た
町
づ

く
り
や
観
光
へ
の
取
り
組
み
を

話
し
た
。
中
川
町
で
は
倒
し
た

一
本
の
木
全
部
を
利
用
で
き
な

い
か
と
考
え
て
取
り
組
む
中
で
、

木
材
や
樹
皮
な
ど
を
原
料
と
し

た
雑
貨
や
ク
ラ
フ
ト
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
こ
う
い
っ
た
も
の
に
注
目

が
集
ま
り
、
利
用
が
進
み
、

こ
れ
ら
を
集
め
る
人
に
も

い
く
ら
か
の
お
金
が
落
ち

て
い
く
。
そ
う
い
う
小
さ

い
お
金
の
循
環
や
も
の
の

循
環
に
価
値
を
感
じ
て
い

ま
す
」。
さ
ら
に
「
景
色
の

な
か
に
美
し
い
も
の
を
見

つ
け
ら
れ
る
か
、
す
で
に
あ
る
も

の
の
価
値
を
発
見
で
き
る
か
が

重
要
」
と
、
町
づ
く
り
や
観
光

に
携
わ
る
人
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

 

人
文
学
部

  

北
海
道
観
光
・
地
域
振
興
特
別
講
座

中川町総務課企画財政室 
高橋直樹氏

森を生かしたまちづくり
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同
課
助
成
第
一
係 

中
村
真
弓
氏

▽
６
月
28
日	

北
海
学
園
監
事 

髙
島

篤
氏
、
向
田
直
範
氏

▽
７
月
３
日	

ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン

合
同
会
社

ア
マ
ゾ
ン

ビ
ジ
ネ
ス

事
業
本
部

長 

石
橋
憲

人
氏

▽
７
月
４
日	

丸
善
雄
松
堂
株
式
会

社
東
日
本
研
究
支
援
営
業
部
課
長 

田
中
英
之
氏
、
同
札
幌
支
店
学
術
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
札
幌
営

業
部 

河
村
真
理
氏

▽
７
月
14
日	

中
央
教
育
審
議
会
委

員
・
同
生
涯
学
習
文
科
会
長 

明
石

要
一
氏

▽
７
月
19
日	

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

北
海
道
支
部
幹
事 

石
川
隆
氏
、
同

支
部
事
務
局
長 

安
達
寿
夫
氏

▽
７
月
29
日	

北
海
学
園
大
学
同
窓

会
会
計
学
友
会 

桜
田
久
氏
、
照
井

俊
夫
氏

▽
６
月
５
日	

公
益
社
団
法
人
北
海

道
国
際
交
流
・
協
力
総
合
セ
ン
タ
ー

Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
交
流
・
協
力
部
長 

兼 

南
米
圏
交
流
室
長 

角
張
敏
郎
氏
、

同
交
流
・

協
力
部
主

任 

松
居
慶

子
氏
、
法

学
部
研
究

生 

嶋
倉
み

ど
り
氏

▽
６
月
６
日	

大
阪
大
学
全
学
教
育

推
進
機
構
教
育
学
習
支
援
部
准
教
授 

佐
藤
浩
章
氏

▽
６
月
12
日	

北
海
道
神
宮
総
務
部

　
　
　

 

角
田
秀
昭
氏

▽
６
月
14
日	

NoMaps

実
行
委
員

長 

伊
藤
博
之
氏
、
同
実
行
委
員
会

事
務
局
長 

廣
瀬
岳
史
氏

▽
６
月
26
日	

文
部
科
学
省
高
等
教

育
局
私
学
部
私
学
助
成
課
長 

井
上

睦
子
氏
、
同
課
専
門
官 

三
好
毅
氏
、

　

私
が
初
め
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

を
訪
れ
た
の
は
１
９
９
４
年

で
、
包
括
補
助
金
の
調
査
が
目

的
だ
っ
た
。
そ
れ
以
降
10
回

ほ
ど
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
訪
れ
て

文
献
・
資
料
収
集
に
努
め
る

と
と
も
に
、
財
務
省
や
社
会
保

健
省
、
自
治
体
等
で
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。
北
極
圏

の
自
治
体
ま
で
足
を
の
ば
し
た

し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
同
行

し
て
の
調
査
も
行
っ
た
。
ま
た
、

福
祉
関
係
資
料
が
集
ま
る
研
究

所
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
）
が
再
編

さ
れ
た
た
め
資
料
収
集
に
苦
労

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
本
書
は
、

こ
の
間
進
め
て
き
た
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
財
政
・
税
制
、
社
会
保

障
、
地
方
財
政
調
整
制
度
、
地

域
経
済
の
研
究
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
１
９
８
０

年
代
に
高
成
長
を
遂
げ
、
潤
沢

な
財
源
を
背
景
に
福
祉
の
拡

充
が
進
み
、
１
９
８
０
年
代
末

に
北
欧
型
福
祉
国
家
の
一
員
に

な
っ
た
。
そ
の
頃
ア
メ
リ
カ
や

イ
ギ
リ
ス
で
は
福
祉
の
見
直
し

な
ど
の
新
自
由
主
義
的
な
政
策

が
隆
盛
で
、
北
欧
諸
国
は
そ
れ

ら
と
は
別
の
道
を
歩
ん
で
い
る

と
さ
れ
、
政
策
の
オ
ル
タ
ナ
テ

イ
ブ
を
模
索
す
る
人
々
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
た
。

　

し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
前

半
に
大
不
況
に
見
舞
わ
れ
た
。

さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
が
、

こ
れ
ら
を
機
に
転
換
期
を
迎
え

た
。
固
定
相
場
制
か
ら
変
動
相

場
制
に
移
行
し
、
ノ
キ
ア
に
代

表
さ
れ
る
新
技
術
革
新
が
あ
っ

た
も
の
の
成
長
は
鈍
化
し
た
。

２
０
１
２
年
か
ら
は
３
年
連
続

で
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
っ
た
。

民
営
化
と
規
制
緩
和
が
進
み
、

例
え
ば
伝
統
的
な
自
治
体
直
営

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
は
民
間
に
変

わ
っ
た
。
富
裕
税
の
廃
止
や
所

得
税
減
税
が
行
わ
れ
る
一
方
、

福
祉
費
等
の
財
政
支
出
削
減
や

給
付
の
抑
制
、
行
政
改
革
が
進

ん
だ
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
「
転

機
に
た
つ
」
は
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
て
つ
け
た
も
の

で
あ
る
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

ん
で
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
発

達
し
た
産
業
国
家
に
お
い
て

は
、
財
政
緊
縮
、
規
制
緩
和
、

民
営
化
な
ど
各
国
の
政
策
基
調

が
か
な
り
似
通
っ
て
き
た
。
現

在
、
各
国
は
国
内
均
衡
（
国
民

諸
階
層
の
利
害
調
整
）
と
国
際

均
衡
（
国
際
経
済
協
調
）
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
り
方
に
苦
慮
し
て

い
る
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
Ｅ
Ｕ
加
盟

後
貿
易
額
や
投
資
額
を
増
や
し

た
が
、
製
造
業
や
農
業
は
不
振

に
陥
っ
っ
て
い
る
。
分
厚
か
っ

た
中
間
層
に
流
動
化
の
兆
し
が

み
ら
れ
低
所
得
者
層
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

既
成
政
党
の
陰
に
隠
れ
て
い

た
、
Ｅ
Ｕ
に
懐
疑
的
な
新
興
政

党
が
大
き
く
伸
長
し
て
い
る
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
若
者
の
失

業
率
・
生
活
保
護
受
給
率
が
高

い
。
ま
た
、
高
齢
化
の
テ
ン
ポ

が
速
い
。
市
場
重
視
が
強
ま
る

中
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
こ
れ
ま

で
の
福
祉
国
家
と
し
て
の
蓄
積

を
活
か
し
な
が
ら
実
り
あ
る
形

で
福
祉
国
家
を
再
編
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
今
後
の
展
開
を
追

い
続
け
た
い
。　

を

横山 純一
法学部教授

 よこ やま   じゅんいち

自著自著
語る 18

　『転機にたつ
　 フィンランド福祉国家
　　　高齢者福祉の変化と
　　　地方財政調整制度の改革』
         同文舘出版 2019 年

財
源
と
社
会
保
障
の
両
輪
を
分
析

　

前
号
に
登
場
し
た
浜
中
裕
之

さ
ん
か
ら
「
お
も
し
ろ
い
同
期
が

い
る
」
と
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
の
が
、
株
式
会
社
マ
イ
ノ
リ

ズ
ム
代
表
取
締
役
・
長
谷
康
礼

氏
。
２
０
１
７
年
２
月
に
父
親

と
、
千
歳
市
で
70
年
ぶ
り
と
な

る
新
規
ハ
イ
ヤ
ー
会
社
・
マ
イ

ノ
リ
ズ
ム
を
設
立
し
、
北
海
道

に
来
た
外
国
人
富
裕
層
向
け
に

最
高
級
の
貸
切
ハ
イ
ヤ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
に
な
か
っ
た
発
想
で
、

北
海
道
観
光
に
新
し
い
風
を
吹

き
込
も
う
と
し
て
い
る
長
谷
さ

ん
に
話
を
き
い
た
。

■　
　

■　
　

■

　

も
と
も
と
祖
父
が
営
ん
で
い

た
札
幌
市
内
の
新
聞
販
売
所
を

父
親
が
継
ぎ
、
長
谷
さ
ん
も
24

歳
で
入
社
し
た
。
26
歳
の
時
、

結
婚
を
機
に
小
樽
の
新
聞
販
売

所
を
任
さ
れ
独
立
。
し
か
し
高

齢
化
が
進
む
地
域
で
は
限
界
を

感
じ
た
。「
小
樽
に
来
て
い
た
観

光
客
を
見
な
が
ら
何
か
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

外
資
系
ホ
テ
ル
の
関
係
者
か
ら
、

冬
場
の
観
光
ハ
イ
ヤ
ー
が
不
足

し
て
い
る
と
聞
い
た
ん
で
す
。
忘

れ
も
し
な
い
２
０
１
６
年
１
月

２
日
に
家
族
会
議
を
開
い
て
ハ

イ
ヤ
ー
会
社
を
や
ろ
う
と
決
め
、

即
動
き
出
し
ま
し
た
」。

　

札
幌
と
小
樽
の
販
売
所
を
売

却
し
て
会
社
を
立
ち
上
げ
、
さ

ら
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト

の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
会
社
と
連
携

し
て
、
日
本
で
唯
一
の
空
港
制

限
区
域
へ
の
立
入
承
認
証
（
ラ

ン
プ
パ
ス
）
を
取
得
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
新
千
歳
空
港
に
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
で
や
っ
て

来
る
お
客
様
を
滑
走
路
で
出
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
ニ
セ
コ
や

富
良
野
な
ど
観
光
地
へ
送
迎
し

て
い
る
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
の
は
、
王
族
、
政
府
関
係

者
、
大
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
の

Ｖ
Ｉ
Ｐ
、
さ
ら
に
有
名
な
ハ
リ

ウ
ッ
ド
俳
優
や
監
督
等
々
。
長

谷
さ
ん
は
じ
め
乗
務
員
全
員
が

英
語
を
話
し
、
中
国
語
、
ド
イ

ツ
語
の
対
応
も
可
能
。
さ
ら
に
、

北
海
道
の
観
光
情
報
に
も
精
通

し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ハ
イ
ヤ
ー

サ
ー
ビ
ス
は
全
国
的
に
も
珍
し

く
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

■　
　

■　
　

■

　

さ
ら
に
マ
イ
ノ
リ
ズ
ム
は
今

年
６
月
か
ら
、「
北
海
道
車
両
手

配
ド
ッ
ト
コ
ム
」
と
い
う
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
こ

れ
は
富
裕
層
だ
け
で
な
く
幅
広

い
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、

お
客
様
の
予
算
に
合
わ
せ
て
無

料
で
他
の
ハ
イ
ヤ
ー
会
社
を
紹

介
す
る
と
い
う
も
の
。
チ
ャ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
き
め

細
か
く
迅
速
に
対
応
す
る
。

　
「
地
元
ハ
イ
ヤ
ー
業
界
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
こ
と

で
、
自
社
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
お

客
様
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、

北
海
道
の
観
光
産
業
発
展
へ
寄

与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

こ
の
２
年
間
で
、
普
通
の
人
に

は
で
き
な
い
経
験
を
し
、
富
裕

層
と
触
れ
合
う
機
会
も
た
く
さ

ん
得
た
。「
日
本
で
唯
一
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う

自
負
が
あ
り
、
今
後
は
、
こ
の

強
み
を
道
内
だ
け
で
な
く
道
外

に
も
広
げ
て
、
日
本
の
観
光
産

業
に
貢
献
し
た
い
。
そ
し
て
北

海
道
を
ベ
ー
ス
に
、
世
界
中
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
〝
世
界
〟
を

視
野
に
入
れ
る
。

■　
　

■　
　

■

　
「
大
学
時
代
は
遊
び
過
ぎ
ま
し

た
（
笑
）」
と
振
り
返
る
。「
飲

み
会
を
企
画
し
、
人
と
人
を
つ

な
げ
て
い
く
の
が
得
意
で
し
た
。

み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
う
の
が

好
き
だ
っ
た
ん
で
す
」。
当
時
か

ら
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
長

け
て
い
た
よ
う
だ
。

　

在
学
生
に
は
「
第
二
言
語
は
絶

対
に
勉
強
し
て
お
く
こ
と
。
近

い
将
来
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
英

語
が
必
要
に
な
る
と
思
う
の
で
、

そ
れ
に
対
応
で
き
る
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
何
事
に
も

恐
れ
ず
、
一
歩
踏
み
込
む
勇
気

を
持
つ
こ
と
。
一
回
「
ぐ
い
っ
」

と
出
し
て
し
ま
え
ば
二
回
目
か

ら
は
す
ぐ
出
る
も
の
で
す
。
私

は
大
学
時
代
か
ら
そ
う
い
う
経

験
を
し
て
き
て
今
の
自
分
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
長
谷

さ
ん
に
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

■　
　

■　
　

■

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

１
９
８
６
年
札
幌
市

生
ま
れ
。
２
０
０
８
年
北
海
学
園
大
学
卒

業
。
２
０
１
０
年
、
父
が
営
む
新
聞
販

売
所
に
入
社
。
２
０
１
２
年
、
小
樽
の

新
聞
販
売
所
を
任
さ
れ
る
。
２
０
１
６

年
、
家
族
会
議
で
新
聞
販
売
所
を
売
却

し
、
２
０
１
７
年
２
月
、
親
子
で
千
歳

市
に
ハ
イ
ヤ
ー
会
社
・
株
式
会
社
マ
イ

ノ
リ
ズ
ム
を
設
立
。
代
表
取
締
役
に
就

任
。
協
会
認
定 

温
泉
ソ
ム
リ
エ
。

外
国
人
富
裕
層
に
最
高
級
の

ハ
イ
ヤ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

第
12
回ホームカミングデーホームカミングデーホームカミングデー

総会・懇親会「同窓の夕べ」「同窓の夕べ」「同窓の夕べ」
道新プレイガイド、北海学園生協書店G’booKs
にて販売いたします。また、卒業期評議員、地
域・職域支部評議員、各学部世話人、協力団
体、同窓会事務局へお問い合わせください。

購入方法

会券 5,000円（税込）
総会／18:00～18:30、同窓の夕べ／18:30～20:30 

10.12 受付
7号館１階
9:30-13:00

10:00-14:30

10.26 受付

開場

1 7 : 30~
18 : 00~

講演 第7回『学園かえるカフェ』

出演

進行

伊藤 博之さん（クリプトン・フューチャー・メディア株式会社 代表取締役）
穴田 ゆかさん（株式会社ACT NOW 代表取締役）
大平 義隆 本学経営学部教授、佐藤 大輔 本学経営学部教授

樽見 弘紀 教授 （本学法学部長）

10:00 -12:10  7号館2階 D20番教室

会場 札幌パークホテル３階 パークホール

・「カイロ施術」10:00 -16:00
・「北海マルシェ」12:00- 売り切れ次第終了
　　 産直～野菜と果物即売会・特産品販売
・学食deランチ  12:00 -14:30
　　　　─食事券配布─
・写真部OB会写真展 11:00 -17:00

お問い合わせ 北海学園大学同窓会事務局 TEL 011-841-1161（内1148・1168）

北海道から起業しよう！
無料 無料

無料

土

土

学園学園人人脈記脈記第 9 回
株式会社 minorhythm マイノリズム

代表取締役　長
は せ

谷 康
や す の り

礼 氏
経済学部経済学科 平成19年度卒・55 期生

新千歳空港に到着したプライベートジェットに横
付けしお客様を出迎えるマイノリズムのハイヤー
は、内装も超豪華。「すべてにおいて質の高いサー
ビスを提供することで口コミで広がり、知名度も
上がる」と長谷さん。

─
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

ま
す
か
？

｢

弊
社
は
日
用
品
や
化
粧
品
、

一
般
医
薬
品
な
ど
の
卸
売

の
会
社
で
す
。
私
は
営
業

で
、
全
国
に
約
２
２
０
店
舗

を
展
開
し
て
い
る
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
を
５
人
で
担
当

し
て
い
ま
す
。
お
客
様
の

お
店
を
訪
問
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た

り
、
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
や
メ
ー

カ
ー
さ
ん
と
の
商
談
が
主

な
仕
事
で
す
。
ア
イ
テ
ム
数

は
１
万
以
上
。
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
に
並
ん
で
い
る
商
品

の
ほ
と
ん
ど
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
」

─
な
ぜ
こ
の
仕
事
を
？

｢

在
学
中
に
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
て
、

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
知
っ
て
い
ま

し
た
し
、
多
少
の
商
品
知
識
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
選
び
ま
し
た
」

─
就
職
し
て
８
年
目
で
す
ね
。

｢

お
客
様
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
数
多
く

経
験
し
、
少
し
は
成
長
し
た

か
な
と
思
い
ま
す
」

─
仕
事
の
や
り
が
い
は
？

｢

お
客
様
と
の
人
間
関
係
を

築
き
〝
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｃ
さ
ん

に
し
て
良
か
っ
た
〟
と
感
謝

さ
れ
る
の
が
一
番
嬉
し
い
で

す
ね
」

─
大
学
時
代
の
思
い
出
は
？

｢

友
だ
ち
と
ド
ラ
イ
ブ
し
た

り
、
毎
日
の
よ
う
に
飲
み
に

行
っ
た
り
、
と
に
か
く
よ
く

遊
ん
で
い
ま
し
た
（
笑
）。

ゼ
ミ
で
地
域
メ
デ
ィ
ア
を
テ
ー

マ
に
、
沖
縄
へ
地
域
研
修
に
行
っ

た
こ
と
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
」

─
就
職
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

｢

名
の
知
れ
た
企
業
に
目
が
い
き

が
ち
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
会
社

の
話
を
聞
い
て
、
ち
ょ
っ
と
で

も
興
味
を
も
っ
た
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
調
べ
て
ほ
し
い
。
意
外

と
お
も
し
ろ
い
会
社
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
が
企
業
説
明
会
で

学
生
さ
ん
に
言
う
の
は
、
自
分

の
働
く
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
仕

事
に
し
た
方
が
い
い
よ
と
。
い

ろ
い
ろ
調
べ
る
こ
と
で
、
そ
う

い
う
職
種
や
企
業
が
見
つ
か
る

と
思
い
ま
す
」

─
後
輩
に
ひ
と
言
。

｢

大
学
生
の
時
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
人
に

な
る
と
、
遊
ぶ
お
金
が
あ
っ
て

も
時
間
が
な
く
な
り
ま
す
か
ら
」

お客様からの感謝が一番

おき た あき ひさ

置田 晃久

株式会社PALTAC
北海道支社 営業部

経済学部地域経済学科
（平成23年度卒・6期生）

パラグアイから来た研究
生の嶋倉みどり氏（右）

右から 2 番目がアマゾンビジ
ネス事業本部長 石橋憲人氏
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国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
か
ら
交
換
留
学
生

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
か
ら
交
換
留
学
生

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
か
ら
交
換
留
学
生

カナダ

　

交
流
協
定
校
で
あ
る
、
ロ
シ

ア
・
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
大
学
、
サ

ハ
リ
ン
大
学
、
ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ル

大
学
よ
り
本
年
４
月
に
迎
え
入

れ
た
留
学
生
７
名
に
対
し
、
去

る
６
月
25
日
に
修
了
式
が
挙
行

さ
れ
た
。
修
了
式
で
は
安
酸
学

長
と
寺
田
ロ
シ
ア
協
定
校
専
門

委
員
長
か
ら
修
了
証
書
と
記
念

品
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
、
今

後
も
日
本
語
学
習
を
続
け
、
日

露
両
国
の
架
け
橋
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

ノボシビルスク大学、サハリン大学、
ヴラヂーミル大学の皆さん

ロシア

交
換
留
学
生

修
了
式
挙
行

　

６
月
３
日
～
21
日
の
期
間
、

本
学
協
定
校
で
あ
る
カ
ナ
ダ
・
レ

ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
よ
り
引
率
の

教
職
員
で
あ
る
ド
ー
ン
・
マ
ク

ブ
ラ
イ
ド
教
授
と
イ
マ
ル
・
バ

ケ
ー
ロ
さ
ん
、
10
名
の
交
換
研

　

今
回
、
ビ
ザ
な
し
渡
航
で
色

丹
島
に
上
陸
し
て
最
初
に
驚
い

た
の
が
街
の
風
景
で
す
。
一
見

居
住
区
は
綺
麗
に
整
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
少
し
郊
外
に
出
向

く
と
廃
墟
や
水
害
に
あ
っ
た
船

は
放
置
さ
れ
、
山
奥
に
は
巨
大

な
ゴ
ミ
捨
て
場
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
商
店
や
食
堂
も
数
え
る
ほ
ど

　

留
学
情
報
の
提
供
や
留
学
生

と
の
交
流
・
海
外
文
化
等
に
触

れ
あ
う
場
と
し
て
、
今
年
度
よ

り
豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
２

階
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
」

が
設
置
さ
れ
、
５
月
27
日
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

た
。
安
酸
学
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

本
学
の
留
学
制
度
な
ど
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
は
、

　

私
は
６
月
８
日
お
よ
び
９
日

に
か
け
て
、
北
方
四
島
交
流
事

業
の
ビ
ザ
な
し
交
流
の
一
環
で

北
方
領
土
の
島
の
一
つ
で
あ
る

色
丹
島
に
赴
き
ま
し
た
。
根
室

で
の
事
前
研
修
を
経
て
踏
ん
だ

土
地
は
、
雄
大
な
自
然
と
の
ど

か
な
生
活
、
豊
か
な
資
源
を
有
す

る
島
で
し
た
。
若
者
の
関
心
を

高
め
る
た
め
35
歳
以
下
の
団
員

修
生
を
受
入
れ
ま
し
た
。
こ
の

交
流
は
、
隔
年
で
学
生
の
派
遣
・

受
入
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
本
学
で
の
受
入
年
度
に
当
た

り
、
北
海
商
科
大
学
と
共
に
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
国
後
島
や

択
捉
島
の
よ
う
に
大
き
な
島
で

は
な
い
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
発
展

し
て
い
な
い
と
い
う
事
前
知
識

を
持
っ
て
い
た
中
で
も
衝
撃
の

光
景
で
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
人
と
ロ
シ
ア
人

の
お
互
い
の
国
へ
の
認
識
の
差

に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
訪
問
で
は
ア
ニ
メ
・
オ
タ
ク

文
化
青
年
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、

現
地
の
若
者
が
多
く
参
加
し
ま

し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日

本
の
ア
ニ
メ
が
好
き
だ
し
、
日

本
が
好
き
だ
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
対
し
て
日
本
人
は
ロ
シ
ア

の
文
化
に
つ
い
て
知
識
が
な
く
、

北
方
領
土
問
題
に
す
ら
関
心
が

低
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
ビ
ザ
な
し
渡
航
を
通
じ

て
多
く
の
人
が
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
こ

の
経
験
、
知
識
を
周
囲
の
人
に

伝
え
る
こ
と
で
少
し
で
も
関
心

が
高
ま
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

海
外
留
学
を
希
望
す
る
学
生
や

外
国
人
留
学
生
な
ど
に
限
ら
ず
、

す
べ
て
の
学
生
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

留
学
体
験
記
・
留
学
ま
で
の
ス

テ
ッ
プ
な
ど
の
海
外
留
学
に
関

す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る
。

　

外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
な

ど
を
通
し
て
、
海
外
に
視
野
を

広
げ
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
。

を
中
心
と
し
た
構
成
で
、
色
丹

島
に
お
い
て
は
国
後
島
に
引
き

続
き
「
ア
ニ
メ
・
オ
タ
ク
文
化

青
年
サ
ミ
ッ
ト
」
な
る
若
者
中

心
の
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
島

民
の
ロ
シ
ア
人
の
協
力
を
受
け

日
本
人
墓
地
の
墓
参
を
し
、
彼

ら
の
も
て
な
し
に
よ
り
数
々
の

ロ
シ
ア
料
理
を
味
わ
う
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
貴
重

な
経
験
で
し
た
が
、
何
よ
り
も

心
に
残
っ
て
い
る
の
は
島
で
出

会
っ
た
友
人
、
リ
ザ
で
す
。
彼

女
は
日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
が

好
き
で
、
お
互
い
に
好
き
な
作

品
と
そ
の
場
面
や
お
す
す
め
も

話
し
ま
し
た
。
今
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
や
り
取
り
を
し

な
が
ら
仲
良
く
し
て
い
ま
す
。
か

け
が
え
の
な
い
友
だ
ち
と
出
会

え
ま
し
た
。
両
国
の
よ
り
よ
い

関
係
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

友だちになったリザ（右）とアニメ・オタク文化青年サミット in 色丹

オープニングセレモニー

工
学
部
電
子
情
報
工
学
科
２
年

柿か
き

﨑ざ
き 

愛あ

深み

法
学
部
政
治
学
科
２
年

高た
か

田だ 
宏ひ

ろ

幸ゆ
き

書道や茶道など日本の伝統文化に触れたレスブリッジ大学の学生たち

グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

か
け
が
え
の
な
い

友
人
と
の
出
会
い

現
地
で
見
た
こ
と

感
じ
た
こ
と

 

北
方
領
土
訪
問  

ビ
ザ
な
し
交
流〈
色
丹
島
〉

　

２
０
１
７
年
８
月
、
本
学
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
練

習
中
に
起
き
た
死
亡
事
故
か
ら

三
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

本
学
学
生
の
今
後
の
安
全
を
祈

願
す
る
「
安
全
祈
願
碑
」
が
清

田
グ
ラ
ウ
ン
ド
ラ
グ
ビ
ー
場
に

建
立
さ
れ
、
そ
の
除
幕
式
が
５

月
26
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
安
酸
敏
眞
学
長
と
鈴

木
美
佐
子
学
生
部
長
、
そ
し
て

同
日
、
春
季
オ
ー
プ
ン
戦
第
１

戦
に
臨
む
本
学
と
北
星
学
園
大

学
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
員
、
そ
の
関
係
者
が
出
席
。

悲
惨
な
事
故
が
繰
り
返
さ
れ
な

い
よ
う
、
黙
祷
を
捧
げ
る
と
と

も
に
今
後
の
安
全
を
祈
り
ま
し

た
。

　

建
立
に
あ
た
り
、
た
く
さ
ん

の
方
々
か
ら
募
金
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

清
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
安
全
祈
願
碑

キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙

榊原純氏の話を熱心に聞く教職員

安全祈願碑

除幕式の冒頭、黙祷を捧げる出席者

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
主
に
午

前
の
講
義
と
午
後
の
文
化
体
験

で
構
成
さ
れ
、
講
義
は
『
日
本

語
研
修
』
と
日
本
の
文
化
等
を

中
心
に
構
成
さ
れ
た
『
日
本
学

研
修
』
を
座
学
で
行
い
ま
し
た
。

『
文
化
体
験
』
で
は
、
北
海
道
や

札
幌
市
へ
の
表
敬
訪
問
、
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
見

学
の
他
、
学
生
交
流
事
業
と
し

て
折
紙
・
書
道
・
茶
道
の
体
験

を
し
、
本
学
や
商
科
大
の
学
生

達
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
函
館
一
泊
二
日
の
週
末

旅
行
で
は
、
藍
染
体
験
、
湯
の

川
温
泉
で
の
入
浴
も
含
め
、
日

本
の
伝
統
文
化
に
直
接
触
れ
る

機
会
を
持
ち
、
非
常
に
好
評
で

し
た
。

　

生
活
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
ご
協
力
を
得
、
３
週
間
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
し
た
。
最

終
日
の
見
送
り
で
は
、
平
日
の

日
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
研

修
生
達
も
涙
を
流
し
て
別
れ
を

惜
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
本
事
業
遂
行
に
あ
た

り
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
協
力
学
生
の
皆
様
を

は
じ
め
、
学
内
教
職
員
等
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に

あ
ら
た
め
ま
し
て
本
稿
を
も
っ

て
感
謝
の
意
を
伝
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
に
阪
南
大
学
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
全
日
本
学
生
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選

手
権
大
会
で
、
本
学
バ
ー
ベ
ル
ク
ラ
ブ
主
将

の
里
舘
連
さ
ん
（
法
学
部
政
治
学
科
３
年
）

が
74
キ
ロ
級
で
２
位
に
入
賞
し
た
。

　

記
録
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
２
０
５
㎏
、
ベ
ン
チ

プ
レ
ス
１
４
０
㎏
、
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
２
２
０

㎏
、
合
計
挙
上
重
量
５
６
５
㎏
。
ス
ク
ワ
ッ

ト
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
、
合
計
挙
上
重
量
は
北

海
道
学
生
記
録
を
更
新
し
た
。

　
「
今
回
の
大
会
に
出
て
自
信
に
つ
な
が
り
、

周
り
か
ら
も
伸
び
代
が
あ
る
ね
と
言
わ
れ
、

ま
だ
ま
だ
上
へ
い
け
る
な
と
感
じ
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
振
り
返
る
。

　

中
学
・
高
校
時
代
は
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
選

手
と
し
て
活
躍
。「
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
は
全

国
大
会
に
行
け
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
全
国
２
位
に

な
れ
た
こ
と
は
感
慨
深
い
で
す
ね
」

　

と
に
か
く
体
を
鍛
え
る
こ
と
が
大
好
き

で
、
筋
ト
レ
は
生
活
の
一
部
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
公
務
員
講
座
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
合

間
を
見
つ
け
、
ほ
ぼ
毎
日
行
う
。
選
手
と
し

て
活
躍
す
る
傍
ら
、
主
将
と
し
て
定
例
会
へ

の
出
席
、
書
類
の
作
成
な
ど
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

業
も
こ
な
し
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
は
里
舘
さ
ん
主
導
で
、「
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
」
か
ら
「
バ
ー
ベ
ル

ク
ラ
ブ
」に
名
称
を
変
更
。
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
や
フ
ィ

ジ
ー
ク
の
大
会
に
出
る
選
手
も
い
る
こ
と
か

ら
よ
り
親
し
み
や
す
く
し
た
。「
今
後
の
目

標
は
、
今
回
の
自
分
の
記
録
を
超
え
る
こ
と

と
、
今
以
上
に
カ
ッ
コ
イ
イ
体
に
な
る
こ
と

で
す
」。
里
舘
さ
ん
の
挑
戦
は
続
く
。

バーベルクラブ
里
さ と

舘
だ て

 連
れ ん

（法学部３年）

　

本
学
の
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル

Ｌ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
所
属
「
パ
イ
ン
ア

メ
」
が
６
月
28
日
放
送
の
「
ア

カ
ペ
ラ
日
本
一
決
定
戦
全
国
ハ

モ
ネ
プ
リ
ー
グ
」
に
出
演

し
た
。

　

全
国
総
勢
６
１
０
組
の

中
か
ら
デ
モ
動
画
審
査
を

勝
ち
抜
い
た
15
組
が
出

場
し
、
パ
イ
ン
ア
メ
は
サ

ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

の
「
涙
の
キ
ッ
ス
」
を
披

露
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
経
営
学

部
４
年
・
作
間
麻
由
さ
ん
、
同
・

和
田
雄
輝
さ
ん
、
法
学
部
４
年
・

墨
勇
人
さ
ん
、
人
文
学
部
４
年
・

板
谷
紀
史
子
さ
ん
、
同
・
奥

野
大
さ
ん
、
工
学
部
４
年
・

小
瀬
和
記
さ
ん
。

　

日
本
に
ア
カ
ペ
ラ
ブ
ー
ム

を
巻
き
起
こ
し
た
人
気
番
組

ハ
モ
ネ
プ
。
憧
れ
の
舞
台
に

立
ち
「
カ
メ
ラ
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
緊
張
し
た
」
と
声
を

揃
え
る
。
惜
し
く
も
決
勝
進

出
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

高
得
点
を
出
し
会
場
を
沸
か

せ
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
和
田
さ

ん
は
「
ハ
モ
ネ
プ
に
出
た
こ

と
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
立
ち

振
る
舞
い
も
含
め
て
、
お
客

さ
ん
に
良
い
ス
テ
ー
ジ
、
良

い
音
楽
を
届
け
た
い
」
と
抱
負

を
話
す
。

　

今
後
は
、「HOKKAIDO 

BEATBOX BATTLE New 
Feature

」（
９
月
14
日
・
札
幌
）

な
ど
に
出
演
予
定
。

「
パ
イ
ン
ア
メ
」が
日
本
一
決
定
戦
へ

ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル 

Ｌ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
所
属

結成４年目のパインアメ

全国大会 ２位入賞

憧れの「ハモネプ」に出演

　

北
海
学
園
大
学
は
、
健
康
増
進

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
30
年
法
律
第
78
号
）
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
受
動
喫
煙
を
減

ら
し
、
学
生
及
び
教
職
員
の

健
康
を
確
保
す
る
た
め
に
、

７
月
１
日
か
ら
「
キ
ャ
ン
パ

ス
内
全
面
禁
煙
」
を
実
施
し

た
。

　

本
学
で
は
今
年
３
月
１
日

の
「
北
海
学
園
大
学
禁
煙
宣

言
」
に
基
づ
き
、
４
月
１
日

か
ら
研
究
室
で
の
喫
煙
を
禁

止
し
、
喫
煙
場
所
を
豊
平
キ
ャ

ン
パ
ス
は
３
カ
所
、
山
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
は
１
カ
所
に
限
定
し
て

き
た
。

　

７
月
１
日
か
ら
の
「
キ
ャ

ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙
」
実

施
に
あ
た
り
６
月
17
日
、

Ｄ
50
番
教
室
で
、
北
海
道

大
学
病
院
内
科
I
講
師
・

　
　
　
　

 

に
よ
る
「
受
動

喫
煙
が
も
た
ら
す
他
者
被

害
」
と
題
し
た
講
演
会
が

主
に
教
職
員
を
対
象
に
行

わ
れ
た
。　
　
　

は
、
喫

煙
に
よ
る
死
亡
率
の
上
昇

や
、
周
囲
の
人
に
及
ぼ
す

喫
煙
の
影
響
な
ど
を
説
明
。

「
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
完
全
禁
煙
の
環
境
だ

け
が
有
効
で
あ
る
。
敷
地

内
禁
煙
は
、
喫
煙
者
へ
の
禁
煙

促
進
や
喫
煙
開
始
の
予
防
、
禁

煙
実
行
者
の
禁
煙
維
持
に
も
つ

な
が
る
」
と
話
し
た
。

タバコの怖さ、禁煙のすすめ
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ど
け
、
演
者
か
ら
の
問
い
か
け
に
対

し
、
元
気
あ
ふ
れ
る
レ
ス
ポ
ン
ス
を

返
し
て
く
れ
た
り
、
演
者
と
一
緒
に

立
ち
上
が
っ
て
踊
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

全
て
の
練
習
、
公
演
を
見
守
っ
て
き

た
私
と
し
て
は
、
と
て
も
微
笑
ま
し

い
公
演
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
回
の
公
演
の
成
功
は
、
参
加
し

た
37
名
の
学
生
一
人
一
人
の
頑
張

り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
学
生
部

の
皆
様
、
機
材
講
習
な
ど
頻
繁
に
様

子
を
見
に
来
て
く
れ
た
業
者
の
方
々

の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
私
が
「
来
年
も

参
加
し
た
い
」
と
思
っ

た
よ
う
に
、
参
加
し
た

多
く
の
後
輩
た
ち
か
ら

「
来
年
も
参
加
し
た
い
」

と
の
声
が
聞
け
て
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
し
、
地

方
公
演
を
通
し
て
自
分

か
ら
何
か
を
始
め
る
と

い
う
勇
気
や
度
胸
が
つ

い
て
く
れ
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

地
方
公
演
と
は
、
文
化
協
議
会
本

部
を
中
心
に
演
劇
研
究
会
や
音
楽
系

サ
ー
ク
ル
と
共
に
、
各
地
の
小
学
校

や
ホ
ー
ル
で
演
劇
や
バ
ン
ド
演
奏
を

披
露
し
て
、
児
童
や
一
般
の
方
々
に

見
て
も
ら
う
活
動
で
す
。

　

今
年
は
道
北
地
方
を
６
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を

か
け
て
訪
問
し
ま
し
た
。

初
日
と
２
日
目
は
一
般
公

演
で
、
２
日
目
の
公
演
で

は
、
お
そ
ら
く
過
去
最
多

の
人
数
を
動
員
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

訪
問
し
た
４
つ
の
小
学

校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
公
演

が
始
ま
る
に
つ
れ
て
児
童

た
ち
の
緊
張
が
徐
々
に
ほ

　

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
、
第
１
回
は
６
月
23

日
（
日
）、
第
２
回
は
８
月
10
日

（
土
）、
11
日
（
日
）
に
豊
平
キ
ャ

ン
パ
ス
、
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
開
催
時
間
を
１
時

間
30
分
拡
張
し
、
い
つ
来
場
し

て
も
よ
い
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
す
る
と
と
も
に
、
来
場
者
自

身
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
て

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
満
足
感
を
高
め
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
、
自

由
な
構
成
を
心
が
け
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
従
来
か
ら
の

学
部
別
説
明
会
、
個
別
相
談
ブ
ー

ス
に
加
え
て
、
学
外
か
ら
講
師

を
お
招
き
し
て
の
特
別
講
演
を

開
催
。
さ
ら
に
各
サ
ー
ク
ル
の

展
示
・
紹
介
ブ
ー
ス

を
拡
張
し
て
イ
ベ
ン

ト
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
休
憩
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
、
百
円
ラ

ン
チ
の
提
供
に
よ
っ

て
、
長
く
滞
在
で
き

る
態
勢
作
り
も
心
が

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら

第
１
回
で
も
山
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
、
１
６
３
名
の
方

第65回 対東北学院大学総合定期戦
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に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
人
数
も
含
め
て
、
第
１
回
は

前
年
と
比
較
し
て
約
３
０
０
人

増
の
１
、３
４
４
名
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
続
く
第
２
回
は

２
日
間
合
わ
せ
て
２
、９
０
５
名

と
、
こ
ち
ら
は
昨
年
と
比
較
し

て
４
０
０
名
以
上
多
く
の
方
々

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
第
３
回
目
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
９
月
29

日
（
日
）
に
行
い
ま
す
。
そ
の

前
日
の
28
日
（
土
）
に
は
２

部
（
夜
間
部
）
だ
け
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
、
午
後
５
時

30
分
（
受
付
開
始
は
午
後
５

時
）
か
ら
豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
の

み
で
行
い
ま
す
。
28
日
、
29

日
と
も
に
事
前
申
し
込
み
制
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://hgu.

jp

）、
お
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
・
８
６
・
２
２
４
４
）

で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
当
日
参
加
も
可
能
で

す
）。

　

札
幌
市
以
外
で
行
う
「
ミ
ニ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
つ

い
て
、
今
年
は
９
月
21
日
（
土
）

函
館
北
洋
ビ
ル
、10
月
５
日
（
土
）

旭
川
北
洋
ビ
ル
、10
月
19
日（
土
）

帯
広
と
か
ち
館
で
、
そ
れ
ぞ
れ

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
学
広
報
活
動
の
活

性
化
を
め
ざ
し
、
入
試
課
と
協

働
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

６
月
に
行
わ
れ
た
「
青
函
進

学
フ
ェ
ア
」
で
、
15
日
（
土
）

の
函
館
会
場
に
、
前
回
の
学
報

で
ご
紹
介
し
た
北
海
学
園
大
学

広
報
サ
ー
ク
ル
、愛
称
「
ぴ
あ
る
」

か
ら
、
人
文
学
部
４
年
の
本
城

裕
伍
さ
ん
、
法
学
部
３
年
の
川

口
詩
織
さ
ん
が
参
加
し
、
サ
ー

ク
ル
が
正
式
に
発
足
し
て
か
ら

最
初
の
本
格
的
な
広
報
活
動
機

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分

ま
で
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、

各
学
部
の
説
明
、
保
護
者
の
方

へ
の
説
明
、「
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
等
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
翌
日
は
在
学
生
の
保

護
者
懇
談
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同

じ
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
い
ず

れ
も
事
前
申
し
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆  函 館 ◆ 

◆  旭 川 ◆

◆  帯 広 ◆

2019

ミニ
オープン
キャンパス

広
報
サ
ー
ク
ル

ぴ
あ
る

本
格
的
に
活
動
開
始

ぴあるの本城裕伍さん（一番右）、川口詩織
さん（右から２番目）と東北学院大学の協力学
生のみなさん

受付でプログラムを手渡す「ぴある」のスタッフ

Web 出願  START！

Web出願の手順
1

　本学では今年の「2020（令和2）年度入試」から、パソコン、スマートフォン、
タブレットなど、インターネットに接続されている環境であれば、いつでも
どこでも出願手続きが可能となる『Web 出願』を導入します。
　また、入学検定料の支払いについては、コンビニエンスストア、ペイジー
ATM、クレジットカードでの決済が可能となり、より便利になります。
　Web出願の対象となる入試区分、その出願期間は以下のとおりです。

一般入学試験
対象入試区分

各入試区分の窓口受付期限（時刻）を過ぎると一切の申し込みができません。余裕を持って操作を行ってください。

出 願 期 間

2020/01/04 ㈯ 【郵送・消印有効】 01/27㈪
【窓 口 受 付】 01/28㈫ 16：00～

2020/01/04 ㈯ 【郵送・消印有効】 01/29㈬
【窓 口 受 付】 01/30㈭ 16：00～

2020/02/13 ㈭ 【郵送・消印有効】 03/06㈮
【窓 口 受 付】 03/07㈯ 12：00～

2019/11/01 ㈮ 【郵送・消印有効】 11/10㈰
【窓 口 受 付】 11/11㈪ 16：00～

2020/02/13 ㈭ 【郵送・消印有効】 02/20㈭
【窓 口 受 付】 02/21㈮ 16：00～

2019/11/01 ㈮ 【郵送・消印有効】 11/10㈰
【窓 口 受 付】 11/11㈪ 16：00～

2019/11/01 ㈮ 【窓 口 受 付】 11/11㈪ 16：00～

2020/01/04 ㈯ 【窓 口 受 付】 01/16㈭ 16：00～

大学入試センター試験利用入学試験［Ⅰ期］

大学入試センター試験利用入学試験［Ⅱ期］

推薦入学試験［公募制］・［指定校制］

課題小論文特別入学試験

社会人特別入学試験［Ⅰ期］

社会人特別入学試験［Ⅱ期］

海外帰国生徒特別入学試験

外国人留学生特別入学試験

併設校推薦入学試験

事前準備

2 Web出願 Start

3 入学検定料支払い

4 マイページから
書類の印刷

5 出願書類の郵送

6 受験票印刷

パソコン、スマートフォン、タブレットからアクセス。登録の際はメールアドレス、
写真データ ( スマートフォンで撮影したものも可 ) が必要になります。

本学専用サイトで必要事項を入力、選択します。入力ミスがある場合には
エラー表示が出ます。

コンビニエンスストア、ペイジー ATM、クレジットカードが利用できます。

（詳細は本学 Web ページで『手続きマニュアル ( 確定版 )』をご参照ください）
●入学試験要項は、本学 Web ページからダウンロードしてください。（冊子版は今年度から発行していませんので、ご注意ください）

支払いが完了したら、志願票( 願書 ) を自分でプリントアウトします。
宛名ラベルも、あわせてプリントアウトします。

自分で用意した角 2 型封筒に宛名ラベルを貼り、志願票 ( 願書 ) と必要書類を
封筒に入れて、簡易書留速達で郵送、または本学に直接持参してください。

志願票 ( 願書 ) 等が到着し、不備が無ければ受付は完了です。完了後、受験票
を自分でプリントアウトします。受験票は試験当日、必ず持参してください。

ハンドボールの試合

大通り公園でのパレード（左）と開会式の選手宣誓（右上）。各会場では熱戦が繰り広げられた学生の頑張りとたくさんの方々の協力で公演は成功

体育会本部 　幹事長

曽
そ

山
やま

友
ゆう

佑
すけ

経営学部経営情報学科 3 年

　

今
年
も
無
事
に
定
期
戦
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
は
６
月
21
～
23
日
、
札
幌
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１

日
目
に
行
わ
れ
た
パ
レ
ー
ド
ま

で
は
天
候
が
良
か
っ
た
の
で
す

が
、
２
日
目
と
３
日
目
は
雨
が

降
っ
て
し
ま
い
、
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
試
合

も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
北
海
学
園
大
学
は
総

合
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
よ
り

も
北
海
学
園
大
学
の
強
さ
が
東

北
学
院
大
学
に
近
づ
い
て
い
る

の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

体
育
会
本
部
と
し
ま
し
て
は
、

総
合
優
勝
に
向
け
て
選
手
た
ち

が
ベ
ス
ト
な
状
態
で
試
合
に
臨

め
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方

が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
伝
統

は
多
く
の
交
流
を
生
ん
で
い
る

は
ず
で
す
。
こ
の
交
流
は
一
瞬

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
く
の

気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
気
づ
き
に

よ
っ
て
こ
れ
か
ら
も
両
校
の
よ

り
良
い
成
長
と
よ
り
一
層
の
発

展
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

経
営
学
部
経
営
情
報
学
科
３
年

文
化
協
議
会
本
部 

企
画
部
長

         

小こ

林ば
や
し 

萌も

江え

子こ

※アメリカンフットボールと硬式
野球は雨天のため交流戦とし
て実施

※勝ち点２点、負け点０点、引き分け１点

アイスホッケー
弓道（男子）
弓道（女子）
剣道
ゴルフ
柔道
少林寺拳法
ソフトテニス（男）
卓球（男子）
羽球（男子） 
ハンドボール
ボクシング
ライフル射撃
総合

0
91
35
5
0
0
14
1
3
4
23
2

1047
10

5
0

19
97
31
2
2
6
10
4
4
1
27
0

1081
16

第65回 対東北学院大学総合定期戦成績

公式種目
試合結果

北　海
学園大

東　北
学院大

硬式庭球（男女）
羽球（女子）

9
5

オープン戦
試合結果

北　海
学園大

東　北
学院大

1
55
0
0
30
6

サッカー
バスケットボール
バレーボール（男子）
バレーボール（女子）
アメリカンフットボール
硬式野球

7
85
3
3
6
5

交流戦
試合結果

北　海
学園大

東　北
学院大

地
方
公
演

地
方
公
演

地
方
公
演

57
第
　回

・
・
・
・
・
・
・
・

保護者懇談会のお知らせ
函　館 旭　川 帯　広

札　幌 札　幌工学部

大学ホームページ
https://www.hgu.jp/ から
専用フォームにてお申し込みください。

●函館・旭川・帯広会場 9/12（木）締切
●札幌会場 10/4（金）締切
お問い合わせは所属学部が
お受けします。 011-841-1161（大代表）

経済学部・経営学部・法学部・人文学部

10/26 土 10/27 日

9/21
22

土
日

10/5
6
土
日

10/19
20

土
日

函館北洋ビル 旭川北洋ビル とかち館

本学
山鼻キャンパス

参加
申込

本学
豊平キャンパス

函館市若松町 15-7 旭川市 4条通9丁目 1703 帯広市西7条南 6丁目 2

札幌市中央区
南26条西11丁目 1-1

札幌市豊平区
旭町4丁目 1-40

13:30～16:30

土曜日

10：00～14：00

日曜日

9：30～13：30

10:00～13:00
全体説明会
9:30～9:55 10:00～11:30

保護者のための
「就職活動支援勉強会」

個別面談 個別面談

子どもたちの盛り上がりに感動


